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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果

（エ認設計モデル）
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

①照査結果のまとめ (1/2)
北基礎

--, 
: •津波時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ1
----------------------------------

雰 構讐 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値 雰 構讐 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2) 3. 7 32.0 〇.12 堤(N軸/mm方2)向鉄筋圧縮応力度 37.4 478.5 〇.08

閾実鉄 曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 53.8 478.5 0. 12 
コン 堤(N軸/mm方2)向鉄筋引張応力度 146.3 478.5 〇.31リー 鉄筋引張応力度(N/mmり 63.4 478.5 〇.14
卜

堤軸方向(kN) 4567 229529 0.02 堤軸開Con圧縮応力度 2.9 32.0 〇.10せん断 (N/m 
堤軸直交方向(kN) 48336 229529 〇.22 曲げ

圧縮応力度(N/mmり 139. 6 500.0 〇.28 贔 贋ク醗リー
堤度軸(N/直mm交2)方向鉄筋圧縮応力 167. 1 478.5 〇.35

曲げ

鋼管杭 引張応力度(N/mm2) 88. 7 500.0 0. 18 工 卜 堤度軸(N/直mm交2)方向鉄筋引張応力 244.9 660.0 〇.38
堤軸方向(N/mm2) 21. 2 285.0 0.08 

せん断 堤(N軸/mm直2)交方向 Con圧縮応力度堤軸直交方向(N/mm2) 6.5 285.0 〇.03 12.4 32.0 〇.39

曲（巻げ立て鉄筋
鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 268.6 660.0 0. 41 堤西軸側及(kびN)堤軸直交方向合成ー 15232 31712 〇.49
鉄筋引張応力度(N/mm2) 299. 1 660.0 〇.46

贔 コンクリー せん断
ト） Con圧縮応力度(N/mm2) 22.6 32.0 〇.71 堤東軸側及(kびN)堤軸直交方向合成― 8881 31785 〇.28

工

＇ 立て 曲（鋼げ管杭）
圧縮応力度(N/mm2) 134.2 500.0 〇.27

< アン
堤軸方向(N/mm2) 〇.1 355.0 〇.01

筋コ 引張応力度(N/mm2) 176.9 500.0 〇.36
カーボ 引張

ンク ルト 堤軸直交方向(N/mm2) 161. 3 355.0 〇.46
リート

せ（巻ん断立て鉄筋
堤軸方向(kN) 3534 11220 〇.32 中実鉄筋Con(kN/m2) 341 6116 0.06 

畠 基盤礎地コンクリー 堤軸直交方向(kN) 17896 18916 〇.95 支持力 杭（単体） （kN/m2) 152 6273 〇.03
ト）

堤軸方向(N/mm2) 50.8 285.0 〇.18
杭（仮想ケーリン） （kN) 1436 141999 0.02 

せん翫
（鋼） 堤軸直交方向(N/mm2) 237.0 285.0 〇.84

水平梁の堤軸方向
鋼製防， 際基面はな力礎，い既上←を工端用と讐の断面ず（既れ力工かを超

鋼護製壁防
スる← 確認

曲げ 水平梁の堤軸直交方向 では南 部のい
鉄筋引張応力度(N/mm2) 189.2 660.0 0.29 きい方の北断 いて部材の仕嬰様

仮（想鋼R管C杭断面） 
杭合頭部接 Con圧縮応力度(N/mm2) 8.9 32.0 0.28 

嘉
鉛直梁の堤軸直交方向 を決定）

鉄筋引張応力度(N/mm2) 395.8 660.0 0.60 
堤軸方向(kN) 3659 252547 0.02 

仮(想RC)RC断面 工
霜習

せん断

Con圧縮応力度(N/mm2) 26. 7 32.0 0.84 
堤軸直交方向(kN) 176120 252547 0. 70 

ンク

蓋メ唱回
水平鉄筋 (N/mm2) 230. 1 478.5 〇.49

リート

ント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 132. 4 478.5 0.28 

照査値は最大値を記載。
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

①照査結果のまとめ (2/2)
南基礎

: •津波時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ1
-----------------------------------

照査値は最大値を記載。

区 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値 区分 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容界限 照査値分

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2) 3.8 32.0 0. 12 下部 頂版鉄筋 曲げ 堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応 40.6 478.5 0.09 工 コンク
曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 54.3 478.5 0. 12 リート

中醗筋 堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 150. 4 478.5 0.32 コン 鉄筋引張応力度(N/mm2) 59. 1 478.5 0. 13 
リート

堤軸方向(kN) 253101 0.02 4388 堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 3. 1 32.0 0. 10 せん断
堤軸直交方向(kN) 47450 253101 0. 19 

圧縮応力度(N/mm2) 157.3 500.0 0.32 堤縮軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋圧 170. 6 478.5 0.36 
曲げ

引張応力度(N/mm2) 500.0 〇.23113. 6 
堤張軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋引 265.2 660.0 0.41 鋼管杭

堤軸方向(N/mmり 29.8 285.0 0. 11 
せん断

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮堤軸直交方向(N/mm2) 11. 6 285.0 0.05 12. 7 32.0 0.40 

門げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 273.9 660.0 0.42 せん断 堤合軸成及—西び側堤(軸kN直)交方向巻立て鉄 15825 31712 0. 50 
鉄筋引張応力度(N/mm2) 306.6 660.0 〇.47

贔 門コンク
ート） Con圧縮応力度(N/mm2) 23. 3 32.0 0. 73 堤合軸成及ー東び側堤(軸kN直)交方向 9593 31785 〇.31工

圧縮応力度(N/mm2) 135.9 500.0 〇.28
曲（鋼げ管杭）＇ 立て鉄 懇ロB 合

アンカー 引張 -10.8 355.0 

゜コンク
引張応力度(N/mm2) 202.9 500.0 0. 41 ボルト 堤軸方向(N/mm2) （圧縮状態） （圧縮態状） 

ート 堤軸方向(kN) 11220 0.31 せん胃 3390 
（巻て鉄 堤軸直交方向(N/mm2) 160. 7 355.0 〇.46
筋リーコント）ク 堤軸直交方向(kN) 13975 18319 〇．77

地盤 基礎地盤 支持力 中実鉄筋Con(kN/m2) 298 5991 0.05 

せ（鋼ん断管杭）
堤軸方向(N/mm2) 50.3 285.0 〇.18 杭（単体） （kN/m2) 123 6148 0.03 

堤軸直交方向(N/mm2) 216.8 285.0 〇.77 杭（仮想ケーリン） （kN) 1116 135638 0. 01 

仮（想鋼R管C杭断面） 
鉄筋引張応力度(N/mm2) 219.9 660.0 0.34 上部 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向 鋼え製る防こ護と壁がは，い既こエと認を確の認断i 力を超

工
水平梁の堤軸直交方向 では南蒻位贋上冒9 • 9 • 部のい 既れ員杭部頭接合

Con圧縮応力度(N/mm2) 9.5 32.0 〇.30

鉄筋引張応力度(N/mm2) 443.5 660.0 〇.68 鉛直梁の堤軸直交方向
きい塁の面をいて部の

呵想RC断面 を決 ） 
RC) Con圧縮応力度(N/mm2) 28. 7 32.0 〇.90 中鴨筋 せん断 堤軸方向(kN) 3659 252547 〇.02

コン
堤軸直交方向(kN) 0. 70 リート 174924 252547 

水転平モ回ー
水平鉄筋 (N/mm2) 224.3 478.5 〇.47

鉛直鉄筋 (N/mm2) 478.5 〇.27メント 129.0 
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1耐津波評価結果

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

Con曲げ圧縮応力度 3. 7 32.0 0. 12 

北基礎 鉄筋圧縮応力度 53.8 478.5 0. 12 

鉄筋引張応力度 63.4 478.5 0. 14 

Con曲げ圧縮応力度 3.8 32.0 0. 12 

南基礎 鉄筋圧縮応力度 54.3 478.5 0. 12 

鉄筋引張応力度 59. 1 478.5 0. 13 

せん断照査

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (kN) (kN) 

堤軸方向 4567 229529 0.02 
北基礎

堤軸直交方向 48336 229529 0.22 

南基礎
堤軸方向 4388 253101 0.02 

堤軸直交方向 47450 253101 0. 19 
中実鉄筋コンクリート

（北基礎の配筋図）

令 9”九 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/3)

北基礎コンク

リートの曲げ軸

カ照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎コンク

リートの曲げ軸

カ照査結果が最

も厳しい断面カ
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ー ． 耐震 ． 耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）
(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/3)
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最も厳しい断面カ
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (3/3)
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ー ． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 139. 6 500.0 0.28 
北基礎

引張応力度 88. 7 500.0 0. 18 

圧縮応力度 157.3 500.0 0.32 
南基礎

引張応力度 113. 6 500.0 0.23 
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せん断照査

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 21.2 285.0 0.08 
北基礎

堤軸直交方向 6.5 285.0 〇.03

堤軸方向 29.8 285.0 0. 11 
南基礎

堤軸直交方向 11. 6 285.0 0.05 

管杭： SBHS5
500mm, t=5 
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ー • 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

せん断照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 268.6 660.0 〇.41

北基礎 鉄筋引張応力度 299. 1 660.0 0.46 

Con圧縮応力度 22.6 32.0 0. 71 

鉄筋圧縮応力度 273. 9 660.0 0.42 

南基礎
鉄筋引張応力度 306.6 660.0 0.47 

Con圧縮応力度 23. 3 32.0 0. 73 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 134.2 500.0 0.27 
北基礎

引張応力度 176. 9 500.0 0.36 

圧縮応力度 135. 9 500.0 0.28 
南基礎

引張応力度 202.9 500.0 0. 41 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向
発生せん断力
(kN) 

北基礎
堤軸方向 3534 

許容限界
(kN) 

11220 

照査値

0.32 

堤軸直交方向 17896 18916 0.95 

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 50.8 285.0 〇.18
北基礎

堤軸直交方向 237.0 285.0 〇.84

堤軸方向 50.3 285.0 〇.18
南基礎

堤軸直交方向 216.8 285.0 0. 77 

南基礎
堤軸方向 3390 11220 0.31 
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堤軸直交方向 13975 18319 0. 77 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

北基礎巻立て部 軸力・17,965 

' 

及び鋼管杭の曲げ

， 

軸力照査結果が最
10 I t に＝＝1 10 

も厳しい断面カ
20 I t- ¥ I 20 

~ 0 卜E 30 +-

＼ 

,a, 30 

旦40

>込●650 0 

560 0 

堤軸方向せん断力
4,796 

70 

60000 •40000 20000 

牡］J(kN) 

I i冒］
I I 
l + 
l 

t + 
I I 

t 
l 

I 

t 
I 

| 

軸力
17,571 

南基礎巻立て

部及び鋼管杭の

曲げ軸力照査結

果が最も厳しい

断面カ

10 

20 

。
3
 

{

E
.d
卜

ご

2

"J

40 

•SO 

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/2)

70 

1500010000 5000 0 5000 1000015000 

.;'9i方向tii,.I'!;); [kN) 

堤軸方向せん断力

10 I f 

20 I ↓ 
E 

0 c 30 t 
↓ I 1-, 

且止 I 
！ 

40 t ↓ 
I 

！ 
-50 t 

60 

60000 40000 20000 

れt1_1 (kN) 

堤軸直交方向せん断力 回転モーメント 堤軸方向曲げモーメント 堤軸直交方向曲げモーメント

＿＿］ 
I゚ー→26,436 

1。|
「 耳，384

・10 10 ＋ ＋ 10 

20 +- 20 ↓ 20 I +- 20 

-C - 30 ~ c: 30 -,o C 30 ＋ ~ ヒ 30 

と a ト・ 0 卜 亡
I呈 1回

t 
i，•．と一i Ii 

粘 40 唸 40 江 40 ＋ (! 40 

I 
I 

50 so t so t- 50 

60 60 60 十→ 60 

70 70 70 ・70 

10000 

゜
10000 20000 30000 10000 5000 

゜
5000 10000 60000 30000 

゜
30000 60000 80000 ・60000 40000 20000 0 20000 

豆 i,-gア方同せん団り (kN) 国をモー，"/卜 (kNm) -59中方向曲け Fー、`，9 ト(kNmJ 汗虻己方古向曲けモーー，ゞ ・ント (kNn1)

堤軸直交方向せん断力 回転モーメント 堤軸方向曲げモーメント 堤軸直交方向曲げモーメント
24,178 

10 10 10 

-20 20 20 

こO ピE 30 ヒaE 30 
で
a c 30 

厄 Ii 
店 屯

40 | 40 | •40 

50 | so I 50 

□
 
一

↓
 

t 

t
 

1
-
+i
 

9
9
』≫

10 

20 

。
3
 

e
u
u
1
)
 

40 

50 

60 60 ’ '9  9 60 ' 1 1 60 60 

1500010000・5000 0 5000 1000015000 ・10000 0 10000 20000 30000 10000 5000 0 5000 10000 60000 30000 0 30000 60000 80000 60000 40000 20000 O 20000 

，；；村方向せん断）J(kNI 匹h可下方向ゼんヒhり(kN) 回転モー｀＇ン ト(kNm) .引ft方向曲Iir ·ーメ ：9 卜 • lkNml 冷!11臼．；．芍I口1曲けモー‘く、，卜・ {kNm) 

令 99? 13 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

北基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

堤軸及び堤軸直交方
15232 

北基礎
向合成—西側

堤軸及び堤軸直交方
8881 向合成—東側

堤軸及び堤軸直交方
15825 

南基礎
向合成西側

堤軸及び堤軸直交方
9593 向合成ー東側

令 必九

堤軸直交方向.... 
照査値は最大値を記載している。 言

発生応力度 許容限界
照査値

(N/mm2) (N/mm2) 

37.4 478.5 0.08 

146.3 478.5 0. 31 頂版鉄筋コンクリート断面図
2. 9 32.0 0. 10 

167. 1 478.5 0.35 

244.9 660.0 0.38 

12. 4 32.0 0.39 

40.6 478.5 〇.09

150.4 478.5 0.32 

3. 1 32.0 0. 10 

170.6 478.5 0.36 

265.2 660.0 0. 41 

12. 7 32.0 0.40 

許容(kN限)界 照査値

31712 0.49 

31785 0.28 

31712 0.50 

31785 0. 31 

頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。

直
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎

7878 

1967 

-3945 

-9856 

-15768 

-21679 

南基礎

7878 

1967 

-3945 

-9856 

-15768 

-21679 

全 9”z

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎

7878 

1967 

-3945 

-9856 

-15768 

-21679 

南基礎

7878 

1967 

-3945 

-9856 

-15768 

-21679 

全 99?

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎

7878 

1967 

-3945 

-9856 

-15768 

-21679 

南基礎

7878 

1967 

-3945 

-9856 

-15768 

-21679 

全 ”%9ウ

頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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軸力kN/m
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ー
■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果

...—· ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ •・．．．．．．．． ．． ．雪 ．．．：． 杭頭接合部 ： 
照査値は最大値を記載している。

照査断面 応力度の種類 発(生N/応mm力2)度 許(N容/mm限2界) 照査値

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 189. 2 660.0 0.29 

（函ー1) Con圧縮応力度 8.9 32.0 0.28 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 395.8 660.0 0.60 

部（図ー2) Con圧縮応力度 26. 7 32.0 0.84 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 219.9 660.0 0.34 

（図ー1) Con圧縮応力度 9.5 32.0 0.30 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 443. 5 660.0 0.68 

部（図ー2) Con圧縮応力度 28. 7 32.0 0.90 
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図ー1仮想RC断面
（鋼管杭頭部）

図ー2仮想RC断面
（巻立てRC部）
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)上部エの評価結果

1)鋼製防護壁の照査

血外曲17モーメント L々;rzo) 曲外曲げモーメント必 121)

こo

SBHS700 
板厚75mm

1:i[ "'[ :弓エrl::0:;
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9

怠

zo：最下端の水平梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

鉛直隔壁板厚構成(X4 15 
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一門エ；＂：吋,- —荏胡ご ー 煕工念：9くに 一 団強て 一因エ紹沼，:,- —i酎｀：宅

鉛直梁要素と鉛直隔壁の関係函 X4: A南基礎直上 Xl8：鋼製防護壁中央 X32: A北基礎直上

A基礎直上及び中央の鉛直梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

．既エ認では，南北基礎上端部のいずれか大きい方の断面力を用いて鋼製防護壁の部材の仕様を決定している。
・鋼製防護壁において仕様が最も厳しい部位はzo隔壁（水平梁）であり，最大板厚75mm及び最高材質SBHS700が必要になるが，当該部位にお
いて既エ認の断面力を下回ることから，構造成立性を有すると判断した。

全 必九 20 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力
(kN) 

照査値
(kN) 

堤軸方向 3659 252547 0.02 
北基礎

堤軸直交方向 176120 252547 0. 70 

堤軸方向 3659 252547 0.02 
南基礎

堤軸直交方向 174924 252547 0. 70 

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

水平鉄筋 230. 1 478.5 0.49 
北基礎

鉛直鉄筋 132. 4 478.5 0.28 

水平鉄筋 224.3 478.5 0.47 
南基礎

鉛直鉄筋 129.0 478.5 0.27 
中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

令 99Z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 21 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査 照査値は最大値を記載している。

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 0. 1 355.0 0. 01 
北基礎

161. 3 堤軸直交方向 355.0 0.46 

堤軸方向
（圧縮訣鮒 355.0 

（圧縮状態）゜南基礎
堤軸直交方向 160. 7 355.0 0.46 

最上段(TP+20.0m)

プロックのイメージ図

水平屈壁

鉛直隔壁（法線方向） ／ 會

鉛直隔壁（法繰直角方

外壁（外

最下段(TP+3.2m)

鉛直方向の分割イメージ図

Z
l
R
 下フランジ

アンカ
9 i』 I II'' アンカ―9Jブ

k 
銅製防護壁アンカ一部のイメージ図

アンカーボルトの仕様

令 必九

アンカーボルトの配置＿ 
本資料中のE二lは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 22 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

4)基礎地盤の支持力評価結果

①中実鉄筋コンクリート部の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値

(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 341 6116 〇.06

南基礎 298 5991 〇.05

②鋼管杭（杭単体）の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値

(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 152 6273 0.03 

南基礎 123 6148 0.03 

③鋼管杭を仮想ケーソン断面とした場合
（群杭効果を考慮した場合）の支持力照査

発生支持力 許容限界
照査値

(kN) (kN) 

北基礎 1436 141999 〇.02

南基礎 1116 135638 0. 01 

※周面摩擦力を考慮せず，鋼管杭先端の支持力に対す

る照査を実施

全 置9 ?

←北基礎西側杭の南端

←南基礎西側杭の南端

南北基礎腐喜礎地盤支持
カの算定 lLヒ

各鋼管杭の富礎地盤支持カ
算定位置

照査値は最大値を記載している。

北基礎

北基礎

地盤支持力算出位置

23 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

令 9”九 24 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果
(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

北基礎①照査結果のまとめ (1/2)

--, 
: •津波時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ2 ; 
----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

募 構成部位 断面力の種類 断面力 許容限界 照査値 雰構成部位 断面力の種類 断面力 許容限界 照査値

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2) 4. 6 32. 0 0. 15 置閥盈塁）鉄筋圧縮応力 35. 3 478. 5 0. 08 

中翌筋 曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 66. O 478. 5 0. 14 
鉄筋引張応力

］＿卜 鉄筋引張応力度(N/mm2) 76. 7 478. 5 0. 17 畠罰冗昂 172. 0 478. 5 0. 36 

せん断 堤軸方向(kN) 2830 229529 0. 02 堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 2.8 32.0 0.09 

堤軸直交方向(kN) 47240 229529 0. 21 曲げ

圧縮応力度(N/mm2) 255. O 500. 0 0. 51 贔 聰房筋 翌讐裔盈9)鉄筋圧縮 193.2 478.5 0.41 
曲げ

鋼管杭 引張応力度(N/mm2) 156. O 500. 0 0. 32 ェ リート 堤応軸力度直交(N方/mm向2)鉄筋引張 398. 6 660. 0 0. 61 

堤軸方向(N/mm2) 18. 9 285. 0 0. 07 

せん断 堤軸直交方向(N/mm2) 32. 7 285. 0 0. 12 農閂閏裔盈')Con圧縮 14. 7 32. 0 0. 46 

門じ鉄立 鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 299. 6 660. 0 0. 46 堤合軸成及ー西び側堤(軸KN直)交方向 15190 31712 0. 48 

て筋ク 鉄筋引張応力度(N/mm2) 339. O 660. 0 0. 52 せん断

Dト)`ノ Con圧縮応力度(N/mm2) 24. 9 32. 0 0. 78 堤合軸成及—東び側堤(軸kN直)交方向 8246 31785 0. 26 

孟 接g 堤軸方向(N/暉＇） 0.8 355.0 0.01 
工 杭門贔） 圧縮応力度(N/mm2) 156. 9 500. 0 0. 32 盃元だ― 引張

胃立て房 管 堤軸直交方向(N/mm2) 157. 6 355. 0 0. 45 
コン 引張応力度(N/mm2) 200. 7 500. 0 0. 41 
ート堤軸 中実鉄筋Con(kN/m2) 1415 6116 0. 24 

せ合鉄； 方向(kN) 2724 11220 0. 25 置
て（ 基礎地盤 支持力 杭（単体） （kN/m2) 5449 6273 0. 87 

戸ン 堤軸直交方向(kN) 15891 18916 0. 85 杭（仮想ケーリン） （kN) 56760 141999 0. 40 

［了 水平梁の堤軸方向 ＇ 製防良累は，既工艮冒i 贔れを超る― ない―と

信誓 堤軸方向(N/mm2) 38. 9 285. 0 0. 14 畠製防護 曲げ 水平梁の堤軸直交方向 では羞L.. 南晶基開工端 い 員
きい 豆面を用いて部の

堤軸直交方向(N/mm2) 153. 9 285. 0 0. 55 上 鉛直梁の堤軸直交方向 を決

鱈忠RC 鉄筋引張応力度(N/mm2) 214. 8 660. 0 0. 33 部 堤軸方向(kN) 8 252547 0. 01 
工 せん断

炉ロ〖 頁接合 管 Con圧縮応力度(N/mm2) 10. 2 32. 0 0. 32 醤リ詰コめン鉄ク 堤軸直交方向(kN) 171603 252547 0. 68 

ート 水平回転 水平鉄筋 (N/mm2) 180. 0 478. 5 0. 38 
仮嗜想RC 鉄筋引張応力度(N/mm2) 443. 2 660. 0 0. 68 モーメント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 103. 5 478. 5 0. 22 

1 ) Con圧縮応力度(N/mm2) 29. 1 32. 0 0. 91 

＇ 令 99? 25 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果
(2)地盤のばらつき：地盤バネ2
①照査結果のまとめ (2/2)

南基礎

雰 構成部位 断面力の種類

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)
中コ寒ノ鉄ク筋

鉄筋引張応力度(N/mm2)リート

せん断
堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

曲げ
圧縮応力度(N/mm2)

鋼管杭 引張応力度(N/mm2)

せん断
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

鉄曲クト（筋巻）げリ立ーコてン

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

贔 Con圧縮応力度(N/mmり
工

胃知 圧縮応力度(N/mm2)

巻筋リ立ーコてント鉄ク 引張応力度(N/mm2)

鉄せクト（巻筋ん）リ断立ーコてン

堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

せん断管 堤軸方向(N/mm2)

仇巳 堤軸直交方向(N/mm2)

仮面杭想）（鋼RC断管
鉄筋引張応力度(N/mm2)

杭部頭接合 Con圧縮応力度(N/mm2)

仮面想(RRCC)断
鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

令 99刀an

断面カ 許容限界 照査値 募
3.4 32.0 0. 11 

49.3 478.5 〇.11

47.3 478.5 〇.10

3953 234985 0.02 

71447 253101 0.29 

314.9 500.0 〇.63
贔

177. 3 500.0 〇.36 工

18.9 285.0 〇.07

31. 5 285.0 0. 12 

295. 1 660.0 〇.45

275.5 660.0 〇.42

24.5 32.0 〇.77

168.2 500.0 0.34 ， 
173.6 500.0 〇.35

2914 11220 〇.26

11244 18319 0. 62 
畠

43. 2 285.0 0. 16 

174.4 285.0 0.62 

183. 5 660.0 〇.28
上

9.5 32.0 0.30 部
工

382.5 660.0 0.58 

29.0 32.0 0.91 

: •津波時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ2
----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

堤度軸(N方/mm向2)鉄筋圧縮応力 49. 1 478.5 0. 11 

堤度軸(N方/mm向2)鉄筋引張応力 266.9 478.5 〇.56

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 3.9 32.0 〇.13

曲げ

頂コ版ノ鉄ク筋
堤応軸力度直交(N方/mm向2)鉄筋圧縮 151. 9 478.5 0.32 

リート 堤応軸力度直交(N方/mm向2)鉄筋引張 281. 7 660.0 〇.43

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 11. 4 32.0 0.36 

堤合軸成及ー西び側堤(軸kN直)交方向 20770 31712 0.66 
せん断

堤合軸成及ー東び側堤(軸kN直)交方向 11863 31785 0.38 

アンカー 堤軸方向(N/mmり 0.9 355.0 0. 01 
ボルト 引張

堤軸直交方向(N/mm2) 164.3 355.0 0.47 

中実鉄筋Con(kN/m2) 1184 5991 0.20 

基礎地盤 支持力 杭（単体） （kN/m2) 1602 6148 0.27 

杭（仮想ケーリン） （kN) 16195 135638 0. 12 

水平梁の堤軸方向

＇製 肋，智し議南と極北が断基面1なよ，硲力い既上をし端工用と認部をい噌晨を超鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸直交方向 ではる 確のい 工か<
きい て部仕

鉛直梁の堤軸直交方向 を決

堤軸方向(kN) 8 252547 0. 01 
せん断

堤軸直交方向(kN)
筋中リ詰ーコめント鉄ク

179440 252547 0. 72 

水平鉄筋 (N/mm2) 218.4 478.5 〇.46
水平回転
モーメント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 125. 6 478.5 〇.27
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

Con曲げ圧縮応力度 4.6 32.0 0. 15 

北基礎 鉄筋圧縮応力度 66.0 478.5 0. 14 

鉄筋引張応力度 76. 7 478.5 0. 17 

Con曲げ圧縮応力度 3.4 32.0 0. 11 

南基礎 鉄筋圧縮応力度 49.3 478.5 0. 11 

鉄筋引張応力度 47.3 478.5 0. 10 

せん断照査

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (kN) (kN) 

堤軸方向 2830 229529 0.02 
北基礎

堤軸直交方向 47240 229529 0. 21 

南基礎
堤軸方向 3953 234985 0.02 

堤軸直交方向 71447 253101 0.29 中実鉄筋コンクリート

（北基礎の配筋図）

令 99Z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 27 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

北基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ

南基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ
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中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/3)
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力
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中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (3/3)
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ー ． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 255.0 500.0 0. 51 
北基礎

156.0 引張応力度 500.0 0.32 

圧縮応力度 314.9 500.0 0.63 
南基礎

引張応力度 177.3 500.0 0.36 

せん断照査

iー、こ
]

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 18. 9 285.0 0.07 
北基礎

32. 7 堤軸直交方向 285.0 0. 12 

堤軸方向 18.9 285.0 0.07 
南基礎

31. 5 堤軸直交方向 285.0 0. 12 管杭： SBHS5
500mm, t=5 

•·.. 

令 9999門 31 



ー． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値(N/nnn2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 299.6 660.0 0.46 

北基礎 鉄筋引張応力度 339.0 660.0 0.52 

Con圧縮応力度 24.9 32.0 0. 78 

鉄筋圧縮応力度 295. 1 660.0 〇.45
南基礎

鉄筋引張応力度 275.5 660.0 0.42 

Con圧縮応力度 24.5 32.0 0. 77 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/nun2) 

圧縮応力度 156. 9 500.0 0.32 
北基礎

引張応力度 200. 7 500.0 0. 41 

圧縮応力度 168. 2 500.0 0.34 
南基礎

引張応力度 173. 6 500.0 0.35 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向
発生せん断力
(kN) 

許容限界
(kN) 

照査値

北基礎
堤軸方向 2724 11220 0.25 

堤軸直交方向 15891 18916 0.85 

堤軸方向 2914 11220 0.26 

せん断照査（鋼管杭）

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 38.9 285.0 0. 14 
北基礎

堤軸直交方向 153. 9 285.0 0.55 

堤軸方向 43.2 285.0 0. 16 
南基礎

堤軸直交方向 174. 4 285.0 0.62 

南基礎
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堤軸直交方向 11244 18319 0.62 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

北基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート 鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/2)

北基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ

10 

20 

0

0

 

r

4

 

{

E

d

l
)

極
吐

50 

60 

： 

軸力

19,289 

↓ 

70 

60000 40000 20000 

1,'!・1 (kN) 

10 

20 

゜
3
 

-
E
d
F
l
印
必
t
-

40 

50 

軸力
31,789 

60 

60000 40000 200()(J 

忙 CS{kN) 

10 

0

0

 

3

4
 

百
aビ）
唸

紅
｀

堤軸方向せん断力
3,518 

言Il 
20 I + 

I + 

so I t t 

I I 

60 l ] t 

70 c__J 
15000100005000 0 5000 1000015000 

t，',h,9ら19,11トハ，I，J',h(kN) 

堤軸方向せん断力
, • ,819 

10 

・20 ,. 

0

0

 

3

4

 

-

E

d

」
l

如
ぷ
『
一

50 

60 

堤軸直交方向せん断力

! 

＋ 

70 

10000 D 10000 20000 30000 

I閃虹屯公‘},1『H9,¥,1"・カ1kNI

堤軸直交方向せん断力
ょ3,453

10 

I 
10 

20 -20 

百 l 百to 0 30 O ec 30 I 十

極
且歴

40 40 

］ 
ヤ

I 

: 
50 50 - d9 → 

10 

20 

0

0

 

3

4

 

{
u
-
a
卜
）
肉
翠

50 

(,0 

回転モーメント 堤軸方向曲げモーメント 堤軸直交方向曲げモーメント

叫
t I・ +~ | 10 

20 I + I | 20 

i -30 t -E 30 

亡

t gK 40 iト 塁- 40 

70 

10000 5000 0 5000 10000 

ロぷ．干メ;,卜 (kNrn)

10 

20 

。
3
 

[

U

I

a

1

)

廃
社

40 

50 

回転モーメント

印

60 

+

1

-

70 

600004000020000 0 200004000060000 

＼：砂L•" 1991わIf干ー 9`‘/I~ IKNm) 

10 

堤軸方向曲げモーメント

置
＼`
゜
2
 

20 I ↓ i “I. 

E 

!:: O 30 

>

40 

50 

so 

60 

70 

80000 60000 40000 2001)0 0 20000 

j兄虹西べら'"'血IIモーー メ、， IlkNm) 

堤軸直交方向曲げモーメント

10 

20 

ヒ0E • 30 

誓

40 

50 

60 ’ ' (,0 60 60 ' ’ 1 ・60 

15000100005000 0 5000 1000015000 10000 0 10000 20000 30000 10000 -5000 0 5000 10000 -600004000020000 O 200004000060000 80000-60000 -40000 20000 0 20000 

埒虻り 1:,It4,＇，削 71{kN) I訳［也’・‘hI9,lせ，；，UJ，→ IKN1 回と、モーゞ シ ト(kNm) I，7虻力1ぃIIわけャ ーメ -`'){kNm) ii,'呼匝‘9.h I:,rm rr干 メ ，卜{kNm)

令 ”乃九 34 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

堤軸及び堤軸直交方
15190 向合成ー西側

北基礎
堤軸及び堤軸直交方

8246 向合成ー東側

堤軸及び堤軸直交方
20770 

南基礎
向合成西側

堤軸及び堤軸直交方
11863 向合成ー東側

令 ”九

堤軸直交方向..... 
照査値は最大値を記載している。

国

発生応力度 許容限界
照査値

(N/1111112) (N／暉2)

35.3 478.5 0.08 

172.0 478.5 0.36 頂版鉄筋コンクリート断面図

2. 8 32.0 0.09 

193. 2 478.5 0. 41 

398.6 660.0 0. 61 

14. 7 32.0 0.46 

49. 1 478.5 0. 11 

266.9 478.5 0.56 

3. 9 32.0 0. 13 

151. 9 478.5 0.32 

281. 7 660.0 0.43 

11. 4 32.0 0.36 

許容限界
照査値

(kN) 

31712 0.48 

31785 0.26 

31712 0.66 

31785 0.38 

頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは商業秘密又は防護上の観点で公開できません。

団
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎

4459 

15 

-4428 

-8872 

-13315 

-17759 

南基礎

4459 

15 

-4428 

-8872 

-13315 

-17759 

令 99乃9ウ

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布固

軸力kN/m

軸力kN/m

326OOー H獣I謂＂糧辱駈欝 H謂4覇舅卿 22320

14481 I I --------17287 

-3718- - 馴謂國瓢呵一 12253

-21917 -~ 7220 

-40116 -― 2187 

-58315 - - 川U紺訓嘔匹憚ノー ー2846

曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m

326OO 

14481 

-3718 

-21917 

-40116 

-58315 

ill'9渇I冒1’","5冒＇←；,!ii各,.清[II貞l讀LLLLI
,; ;’“~.:Ii,il 9む：＂’！ af9名:|911! 1 
ム~ ： I i : L • :←●し：； S i'~. c :,i," k ; 1こ

曇

22320 

17287 

12253 

7220 

2187 

疇 ー● ↑ 1,l1'’’-2846 
曲げモーメントkNm/m

■1 
氾●●「1

1■■■■■■11●●●●● I 
●●●●●●II●●●●●●II 
■■■■■II●●●●●●II 
溢■■●●II●●●●●●II
II■■■■II●●●●●●II 
■■■■■II●●●●●●II■ , _____,,_ 

せん断力kN/m

37 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎

4459 

15 

-4428 

-8872 

-13315 

-17759 

南基礎

4459 

15 

-4428 

-8872 

-13315 

-17759 

令 必九

頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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ー • 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。

照査断面 応力度の種類 発(生N/応mm力2)度 許(N容/m限m2界) 照査値

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 214.8 660.0 0.33 

（図ー1) Con圧縮応力度 10. 2 32.0 〇.32
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 443. 2 660.0 0.68 

部（図ー2) Con圧縮応力度 29. 1 32.0 0.91 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 183. 5 660.0 〇.28

（図ー1) Con圧縮応力度 9.5 32.0 0.30 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 382.5 660.0 0.58 

部（図ー2) Con圧縮応力度 29.0 32.0 0. 91 
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)上部エの評価結果

1)鋼製防護壁の照査
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X4: A南基礎直上 X18：鋼製防護壁中央 X32: A北基礎直上

A基礎直上及び中央の鉛直梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

．既工認では，南北基礎上端部のいずれか大きい方の断面力を用いて鋼製防護壁の部材の仕様を決定している。
・鋼製防護壁において仕様が最も厳しい部位はzo隔壁（水平梁）であり，最大板厚75mm及び最高材質SBHS700が必要になるが，当該部位にお
いて既エ認の断面力を下回ることから，構造成立性を有すると判断した。
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 ・照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力
(kN) 

照査値
(kN) 

堤軸方向 8 252547 0. 01 
北基礎

堤軸直交方向 171603 252547 0.68 

堤軸方向 8 252547 0. 01 
南基礎

堤軸直交方向 179440 252547 0. 72 

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

水平鉄筋 180.0 478.5 〇.38
北基礎

鉛直鉄筋 103.5 478.5 0.22 

水平鉄筋 218.4 478.5 0.46 
南基礎

鉛直鉄筋 125.6 478.5 0.27 
中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

全 99? 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 41 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査 照査値は最大値を記載している。

作用方向 | 
応力度 許容限界 I 照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

＇堤軸方向 0.8 355. o I 0. 01 
北基礎

I 堤軸直交方向 157.6 355.0 0.45 

1堤軸方向 0.9 355.0 0. 01 
南基礎

＇堤軸直交方向 164.3 355.0 〇.47

最上段(TP+20.0m)

ブロックのイメージ図

水平煕壁

3.2m) 

下フランジ

アン — • : II'' アンカーリプ
K' 

女

Z
l
8
 

鉛直方向の分割イメージ図 飼製防護壁アンカ一部のイメージ図

アンカーボルトの仕様

令 必九

アンカーボルトの配置

一本資料中のE二］は，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 42 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

4)基礎地盤の支持力評価結果

中実鉄筋コンクリート部の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値

(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 1415 6116 0.24 

南基礎 1184 5991 0.20 

鋼管杭（杭単体）の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 5449 6273 0.87 

南基礎 1602 6148 0.27 

鋼管杭を仮想ケーソン断面とした場合
（群杭効果を考慮した場合）の支持力照査

発生支持力 許容限界
照査値

(kN) (kN) 

北基礎 56760 141999 0.40 

南基礎 16195 135638 〇.12

※周面摩擦力を考慮せず，鋼管杭先端の支持力に対す

る照査を実施

全 99ルZ

←北基礎西側杭の南端

←南基礎西側杭の南端

南北基礎靡基礎地盤支持
カの算定叫置

各鋼管杭の富礎地盤支持力
算定位置

・照査値は最大値を記載している。

北基礎

北基礎

地盤支持力算出位置
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

令 9”z 44 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果
(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

①照査結果のまとめ (1/2)

北基礎

雰 構成部位 断面力の種類

Con曲り圧縮応力度
(N/mm 

中実鉄筋 曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)
コンク
リート 鉄筋引張応力度(N/mm2)

せん断
堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

鋼管杭 引張応力度(N/mm2)

せん断
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

筋門巻げ立て鉄 鉄筋引張応力度(N/mm2)下 コンク部 リート） Con圧縮応力度(N/mm2)工

圧縮応力度(N/mm2)
巻立て鉄 曲（鋼げ管杭）
筋コンク 引張応力度(N/mm2)
リート

せん胃 堤軸方向(kN)
（巻て鉄

肝コンク
ート）

堤軸直交方向(kN)

せん匝巨
堤軸方向(N/mm2)

（鋼杭） 堤軸直交方向(N/mm2)

仮（鋼想R管C杭断面） 
鉄筋引張応力度(N/mm2)

杭頭接合 Con圧縮応力度(N/mm2)
部

鉄筋引張応力度(N/mm2)呵想RC断面RC) Con圧縮応力度(N/mm2)

令 9999ワ

断面カ 許容限界 照査値

9.6 32. 0 0.30 

136. 5 478.5 〇.29

183.9 478.5 0.39 

57810 229529 〇.26

185592 229529 0. 81 

401. 2 500.0 0. 81 

321. 9 500.0 〇.65

32.2 285.0 〇.12

33. 8 285.0 0. 12 

255.8 660.0 〇.39

319. 7 660.0 〇.49

21. 0 32.0 0.66 

176.5 500.0 〇.36

252.2 500.0 〇.51

5426 11220 〇.49

4771 18916 0.26 

78. 1 285.0 0.28 

63.2 285.0 〇.23

292.5 660.0 〇.45

8.6 32.0 〇.27

475. 7 660.0 0. 73 

23.5 32.0 0. 74 

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ3
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

屠 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

堤(N軸/mm方2)向鉄筋圧縮応力度 67.4 478.5 0. 15 

堤(N軸/mm方2)向鉄筋引張応力度 378.5 478.5 0.80 

堤(N軸/mm方2)向 Con圧縮応力度 5.4 32.0 0. 17 
曲げ

堤力軸度直(N交/mm方2)向鉄筋圧縮応
頂版鉄筋 272. 1 478.5 0.57 
贔 コンク

堤力軸度直(N交/mm方り向鉄筋引張応工 リート 519.5 660.0 0. 79 

堤力軸度直(N交/mm方2)向 Con圧縮応 20.5 32.0 0.65 

堤成軸—西及側び(堤kN軸)直交方向合 24498 31712 0. 78 
せん断

堤成軸ー東及側び(堤kN軸)直交方向合 24361 31785 0. 77 

< アンカー
堤軸方向(N/mm2) 44.0 355.0 0. 13 

引張ボルト 堤軸直交方向(N/mm2) 188.3 355.0 0.54 

中実鉄筋Con(kN/m2) 3493 6116 0.58 

畠 基礎地盤 支持力 杭（単体） （kN/m2) 1994 6273 0.32 

杭（仮想ケーリ`ノ） （kN) 19728 141999 0. 14 

水平梁の堤軸方向
＇製 匹嘉しと請か翻lなよ，い既請～工と認tを1 の翫断面既力を超

鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸直交方向 筐， れの工仕か様認大
鉛直梁の堤軸直交方向 を決

嘉 堤軸方向(kN) 6444 252547 0.03 
工 せん断
中詰め鉄 堤軸直交方向(kN) 198989 252547 〇.79
門コンク
ート 水平回転 水平鉄筋 (N/mm2) 201. 4 478.5 〇.43

モーメン
卜 鉛直鉄筋 (N/mm2) 115. 9 478.5 0.25 
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果
(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

①照査結果のまとめ (2/2)
南基礎

雰 構成部位 断面力の種類

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

中コ寒ノ鉄ク筋
曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mmりリート

せん断
堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

鋼管杭 引張応力度(N/mm2)

せん断
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

饂曲ク（巻げリ立ーコてン

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

贔 ト） Con圧縮応力度(N/mm2)
工

信管

圧縮応力度(N/mm2)

巻筋リ立ーコてント鉄ク 引張応力度(N/mm2)

せ鉄クト（巻筋ん）リ断立コーてン

堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

閲せん断管
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mmり

杭仮面想）（鋼RC断管
鉄筋引張応力度(N/mm2)

杭部頭接合 Con圧縮応力度(N/mm2)

仮門RC 阿 鉄筋引張応力度(N/mmり
面 RC Con圧縮応力度(N/mm2)

全 99Z

断面カ 許容限界 照査値 募
13. 0 32. 0 0.41 

186. 1 478.5 0.39 

213. 3 478.5 〇.45

91066 247591 〇.37

211706 253101 〇.84

399.3 500.0 〇.80 下
部

351. 5 500.0 〇.71 工

43.6 285.0 0. 16 

37.2 285.0 〇.14

264.8 660.0 0. 41 

359.8 660.0 0.55 

21. 7 32.0 0.68 

<184.0 500.0 〇.37

282.8 500.0 0.57 

6010 11220 0.54 

4144 18319 〇.23
馨

89. 1 285.0 0.32 

64.3 285.0 〇.23

325.9 660.0 0.50 
上

10.5 32.0 〇.33 部
工

581. 9 660.0 〇.89

25.0 32.0 〇.79

---------------

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ3
----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

堤(N軸/mm方2)向鉄筋圧縮応力度 78. 1 478.5 〇.17

堤(N軸/mm方2)向鉄筋引張応力度 365. 1 478.5 〇.77

堤(N軸/m方m2)向 Con圧縮応力度 6.2 32. 0 0. 20 
曲げ

頂版鉄筋 堤力軸度直(N交/m方m2)向鉄筋圧縮応 257.4 478.5 〇.54
コンク
リート 堤力軸度直(N交/m方m2)向鉄筋引張応 363. 1 478.5 〇.76

堤度軸(N直/mm交2)方向 Con圧縮応力 19.4 32.0 〇.61

堤—西軸側及(びkN堤)軸直交方向合成 27007 31712 0.86 
せん断

堤ー東軸側及(びkN堤)軸直交方向合成 24053 31785 0. 76 

アンカー
堤軸方向(N/mm2) 35.5 355.0 0. 10 

ボルト 引張
堤軸直交方向(N/mm2) 210.2 355.0 〇.60

中実鉄筋Con(kN/m2) 2281 5991 〇.39

基礎地盤 支持力 杭（単体） （kN/m2) 867 6148 0. 15 

杭（仮想ケーリン） （kN) 8534 135638 〇.07

水平梁の堤軸方向 ＇ 製防良壁は， 既エ認の断認い面ず（既れ力工かを超鋼壁製防護 水平梁の堤軸直交方向
るこがないことを確 嬰

曲げ では南乱翻上端部の
きい塁の面を用いて部材の仕様

鉛直梁の堤軸直交方向 を決 ） 

堤軸方向(kN) 28967 252547 0. 12 
せん断

鷹リ詰め鉄 堤軸直交方向(kN) 219551 252547 0.87 
コンク
ート 水転平モ回ー

水平鉄筋 (N/mm2) 302.0 478.5 0.64 

メント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 173. 7 478.5 0.37 
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1耐津波評価結果

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査 ・照査値は最大値を記載している。

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

Con曲げ圧縮応力度 9.6 32.0 0.30 

北基礎 鉄筋圧縮応力度 136.5 478.5 0.29 

鉄筋引張応力度 183. 9 478.5 0.39 

Con曲げ圧縮応力度 13.0 32.0 0. 41 

南基礎 鉄筋圧縮応力度 186. 1 478.5 0.39 

鉄筋引張応力度 213. 3 478.5 0.45 

せん断照査

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (kN) (kN) 

北基礎
堤軸方向 57810 229529 0.26 

堤軸直交方向 185592 229529 0. 81 

南基礎
堤軸方向 91066 247591 0.37 

堤軸直交方向 211706 253101 0.84 

令 夏9?

中実鉄筋コンクリート
（北基礎の配筋図）

本資料中のEコは商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 47 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/3)

軸力

北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

堤軸方向せん断力

北基礎鉄筋の曲

げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

(2)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力
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中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/3)
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

I---·—+—+--北基礎せん断力

照査結果が最も厳

しい断面カ

南基礎せん断力

照査結果が最も厳

しい断面カ
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中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (3/3)
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ー ． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 401. 2 500.0 0. 81 
北基礎

引張応力度 321. 9 500.0 0.65 

圧縮応力度 399.3 500.0 0.80 
南基礎

351.5 引張応力度 500.0 0. 71 

せん断照査

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 32.2 285.0 〇.12
北基礎

堤軸直交方向 33.8 285.0 0. 12 

堤軸方向 43.6 285.0 0. 16 
南基礎

37.2 堤軸直交方向 285.0 0. 14 

管杭： SBHS5
500mm, t=5 
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ー． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 255.8 660.0 0.39 

北基礎 鉄筋引張応力度 319. 7 660.0 0.49 

Con圧縮応力度 21. 0 32.0 0.66 

鉄筋圧縮応力度 264.8 660.0 0. 41 

南基礎
鉄筋引張応力度 359.8 660.0 0.55 

Con圧縮応力度 21. 7 32.0 0.68 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 176. 5 500.0 0.36 
北基礎

引張応力度 252.2 500.0 0. 51 

圧縮応力度 184.0 500.0 0.37 
南基礎

引張応力度 282.8 500.0 0.57 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向
発生せん断力
(kN) 

北基礎
堤軸方向 5426 

許容限界
(kN) 

11220 

照査値

0.49 

堤軸直交方向 4771 18916 0.26 

せん断照査（鋼管杭）

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値(N~mm2) (N/mm2) 
＇ 

堤軸方向 78. 1 285.0 0.28 
北基礎

堤軸直交方向 63. 2 285.0 0.23 

堤軸方向 89. 1 285.0 0.32 
南基礎

堤軸直交方向 64.3 285.0 0.23 
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堤軸方向 6010 11220 0.54 
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堤軸直交方向 4144 18319 0.23 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）

令 99? 本資料中のEコは商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 52 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート 鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/2) 

北基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート 鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/2)

堤軸方向曲げモーメント

北基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度
北基礎

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度
南基礎

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

堤軸及び堤軸直交方 24498 

北基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方 24361 向合成ー東側

堤軸及び堤軸直交方 27007 

南基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方 24053 向合成ー東側

令 9”z

堤軸直交方向.... 
照査値は最大値を記載している。 言
発生応力度 許容限界

照査値(N／暉2) (N/111112) 

67.4 478.5 0. 15 

378.5 478.5 0. 80 
頂版鉄筋コンクリート断面図

5. 4 32.0 〇.17

272. 1 478.5 〇.57

519.5 660.0 〇.79

20.5 32.0 〇.65

78. 1 478.5 0. 17 

365. 1 478.5 〇.77

6.2 32.0 0.20 

257.4 478.5 0.54 

363. 1 478.5 0. 76 

19. 4 32.0 0. 61 

許容限界
照査値

(kN) 

31712 0. 78 

31785 0. 77 

31712 0.86 

31785 0. 76 

頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。

国
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎

3479 ＇ 21170 22008 

2263 12217 12718 

1函 一 3263 3347 

-167 - -5690 -60'23 

-1383 ＇ -14643 -15393 

• 
-2598 • I -23596 -24763 

, 1 ! 

軸力kN/m 曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m
南基礎

3539 21261 17120 

2294 12525 9241 

1049 3790 1362 

-197 -4945 -6517 

-14396 -1442 -13681 

-2688 -22416 -22275 

軸力kN/m 曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

全 99Z

北基礎
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頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図

軸力kN/m

軸力kN/m

96860 - - 38869 

517541 I --------29899 

6649 -― 20930 

-38457 -― 11960 

-83562一UllllII「IIIIIIIIIIIIIII|Ul山 2990
-128667 - ---------5900 

;1 ■ 、• I■ 
贔．．．，＂ u.. 
■1■■11■■0, 
●●●●●II...に
●●●●●●11■■1■■ 
II●●●●●11■■■■■■1 
● ●●●●●II■■■■■■ I 

I l■■■■ra 
I●●●●●≫ ....... 
ヨ■111ふ
r""R”9 
9 ≫ 3 ▲, 

{、',.

9■1 

“i 

曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m

96394 - --------40100 

50403l l - 3OOOO 

4413 -― 21636 

-41578 - ― 間 12365

-87568一 ，，l:ll:ill::l:ltt 3093 

-133558 - ---------6179 

'|I t̂  l寸「

●●●●● ● 
園●●●II
な，．．鼻＇

..ヽ ｝

曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m

58 



ー
■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。

照査断面 応力度の種類 発(生N/応mm力2)度 許(N容/mm限2界) 照査値

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 292. 5 660.0 0.45 

（図ー1) Con圧縮応力度 8.6 32.0 0.27 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度
475. 7 660.0 0. 73 

部（図ー2) Con圧縮応力度 23. 5 32.0 0. 74 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 325.9 660.0 0.50 

（図ー1) Con圧縮応力度 10. 5 32.0 0.33 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 581.9 660.0 0.89 

部（図ー2) Con圧縮応力度 25.0 32.0 0. 79 
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)上部エの評価結果 面へ曲11モーメントヱ (ZO

ー
1)鋼製防護壁の照査

l 9‘̀ • ’̀'・ ̀  ~ r・▼ 

； ：：ロ シ。。淳：゚
~] 
lO 30 40 5-0 

’’ zo：最下端の水平梁の堤軸直交方向曲げモーメント図
zo：最下端

面外曲けモーメ ／ へ図 rx4)
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Z1 ：下から2断面の水平梁の堤軸直交方向曲げモーメント図
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X18：中央

X4：扇］基礎直上鉛直梁要素と5::;tの関係図
X32 

X32: A北基礎直上

A基礎直上及び中央の鉛直梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

．既工認では，南北基礎上端部のいずれか大きい方の断面力を用いて鋼製防護壁の部材の仕様を決定している。
・鋼製防護壁において仕様が最も厳しい部位はzo隔壁（水平梁）であり，最大板厚75mm及び最高材質SBHS700が必要になるが，当該部位にお
いて既エ認の断面力を下回ることから，構造成立性を有すると判断した。
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力
(kN) 

照査値
(kN) 

堤軸方向 6444 252547 0.03 
北基礎

堤軸直交方向 198989 252547 0. 79 

堤軸方向 28967 252547 〇.12
南基礎

堤軸直交方向 219551 252547 0.87 

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

水平鉄筋 201.4 478.5 0.43 
北基礎

鉛直鉄筋 115. 9 478.5 〇.25

水平鉄筋 302.0 478.5 〇.64
南基礎

鉛直鉄筋 173. 7 478.5 0.37 
中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

全 ”99ワh 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 61 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査

作用方向

北基礎
堤軸方向

堤軸直交方向

南基礎
堤軸方向

堤軸直交方向

アンカーボルトの仕様

令 99Z

・照査値は最大値を記載している。

応力度 許容限界
照査値

(N/mm2) (N/mm2) 

44.0 355.0 0. 13 

188.3 355.0 0.54 

35.5 355.0 0. 10 
最上段（TP+20.0m)

210.2 355.0 〇.60

水平問壁

鉛直隔壁（法線方向）

鉛直方向の分割イメージ図

アンカーボルトの配置

本資料中のE二］は，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。

ブロックのイメージ図

鑽製防護壁アンカ一部のイメージ図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

4)基礎地盤の支持力評価結果

中実鉄筋コンクリート部の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値

(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 3493 6116 0.58 

南基礎 2281 5991 0.39 

鋼管杭（杭単体）の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値

(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 1994 6273 0.32 

南基礎 867 6148 0. 15 

鋼管杭を仮想ケーソン断面とした場合
（群杭効果を考慮した場合）の支持力照査

発生支持力 許容限界
照査値

(kN) (kN) 

北基礎 19728 141999 0. 14 

南基礎 8534 135638 0.07 

全 99Z

←北基礎西側杭の南端

←南基礎西側杭の南端

南北基礎腐基礎地盤支持
カの算定叫置

各鋼管杭の富礎地盤支持力
算定位置

照査値は最大値を記載している。

北基礎

北基礎

地盤支持力算出位置

63 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果
(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

①照査結果のまとめ (1/2)
北基礎

屠 構成部位 断面力の種類

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

中コ実ノ鉄ク筋
曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)リート

堤軸方向(kN)
せん断

堤軸直交方向(kN)

圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

鋼管杭 引張応力度(N/mm2)

堤軸方向(N/mmり
せん断

堤軸直交方向(N/mm2)

; 
巻げ立て鉄

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

贔 コンク
ート） Con圧縮応力度(N/mm2)

工

巻筋リ立ーコてント鉄ク
曲（鋼げ管杭）

圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

碕せリ巻ん立断て鉄
堤軸方向(kN)

コン予 堤軸直交方向(kN)
ート

堤軸方向(N/mm2)
せ（鋼ん断管杭）

堤軸直交方向(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)
仮（想鋼R管C杭断面） 

杭部頭接合 Con圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)
仮(想RC)RC断面

Con圧縮応力度(N/mm2)

全 99乃9ウ

断面カ 許容限界 照査値

12.6 32.0 〇.40

180.3 478.5 〇.38

243. 9 478.5 0.51 

89195 229529 〇.39

177079 229529 0. 78 

452.4 500.0 〇.91

411. 1 500.0 〇.83

42.4 285.0 〇.15

36. 1 285.0 0. 13 

283. 8 660.0 〇.44

391. 6 660.0 0.60 

23. 4 32.0 〇.74

193.8 500.0 〇.39

301. 2 500.0 〇.61

5945 11220 〇.53

4960 18916 〇.27

85.5 285.0 0.31 

65. 7 285.0 〇.24

343.9 660.0 0.53 

11. 5 32.0 〇.36

578. 1 660.0 〇.88

27. 1 32.0 〇.85

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ4
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

雰 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

堤鉄軸筋方圧縮向応力度(N/mm2) 77.6 478.5 0. 17 

堤鉄軸筋方引張向応力度(N/mm2) 389. 7 478.5 〇.82

堤Co軸n圧方縮向応力度(N/mm2) 6.2 32.0 〇.20
曲げ

贔 頂コ版ノ鉄ク筋
堤鉄軸筋圧直縮交方応力向度(N/mm2) 311. 2 478.5 0.66 

工 リート
堤鉄軸筋直引張交方応力向度(N/mm2) 594.6 660.0 〇.91

堤Co軸n圧直縮交応方力向度(N/mm2) 23.5 32.0 〇.74

堤西軸側及(kびN)堤軸直交方向合成ー 26270 31712 0.83 
せん断

堤東軸側及(kびN)堤軸直交方向合成― 27748 31785 0.88 

< 盈ンカー
堤軸方向(N/mm2) 92.9 355.0 0.27 

ルト 引張
堤軸直交方向(N/mm2) 182.5 355.0 0. 52 

中実鉄筋Con(kN/m2) 4994 6116 〇.82

畠 基礎地盤 支持力 杭（単体） （kN/m2) 2471 6273 0.40 

杭（仮想ケーリン） （kN) 24760 141999 〇.18

水平梁の堤軸方向
鋼製防護舟は， 既エ履認断い面ず（既れ力工かを超認大

鋼壁製防護
えること 盆いこと

曲げ 水平梁の堤軸直交方向 では南晶贋上端
きを決い方＇定の） 面 を用いて部材の仕様

上
鉛直梁の堤軸直交方向

部 堤軸方向(kN) 33640 252547 〇.14
工 せん断

畠リ詰め鉄 堤軸直交方向(kN) 191993 252547 0. 77 
コンク
ート 水転平モー回

水平鉄筋 (N/mm2) 174. 9 478.5 0.37 

メント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 100.6 478.5 〇.22
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果
(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

①照査結果のまとめ (2/2)
南基礎

雰 構成部位 断面力の種類

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

中実房筋
曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

コン 鉄筋引張応力度(N/mm2)リート

せん断
堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

鋼管杭 引張応力度(N/mm2)

せん断
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

； 巻げ立て鉄 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)鉄筋引張応力度(N/mm2)

贔 コンク
ート） Con圧縮応力度(N/mm2)

工

＇ 立て鉄 曲（鋼げ管杭）
圧縮応力度(N/mm2)

コンク 引張応力度(N/mm2)
ート

誠せリ巻ん立断て鉄
堤軸方向(kN)

コンク 堤軸直交方向(kN)
ート）

堤軸方向(N/mm2)
せ（鋼ん断管杭）

堤軸直交方向(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mmり
仮（想鋼R管C杭断面） 

杭部頭接合 Con圧縮応力度(N/mm2)

呵想RC断面 鉄筋引張応力度(N/mmりRC) Con圧縮応力度(N/mm2)

令 9”z

断面カ 許容限界 照査値

16.2 32.0 0.51 

230.5 478.5 0.49 

265.8 478.5 〇.56

120417 222885 0.55 

214108 247591 0.87 

429.0 500.0 〇.86

388.2 500.0 0. 78 

45.3 285.0 0. 16 

40. 1 285.0 0. 15 

280.0 660.0 0.43 

393.5 660.0 0.60 

23.0 32.0 0. 72 

193.8 500.0 〇.39

302.4 500.0 〇.61

6560 11220 〇.59

4298 18319 〇.24

97.3 285.0 0.35 

66. 7 285.0 0.24 

348. 7 660.0 0.53 

11. 2 32.0 〇.35

632.5 660.0 0.96 

26.4 32.0 〇.83

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ4
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

雰 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

堤軸方向 86.8 478. 5 0. 19 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

堤鉄軸筋方引張向応力度(N/mm2) 407.6 478.5 0.86 

堤軸方向 6.9 32. 0 0.22 Con圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

下 頂版鉄筋 堤鉄軸筋圧直縮交方応力向度(N/mm2) 272.2 478.5 0.57 
部 コンク
工 リート

堤鉄軸筋直引張交方応力向度(N/mm2) 384.6 478.5 0. 81 

堤Co軸n圧直縮交応方力向度(N/mm2) 20.5 32.0 〇.65

堤ー西軸側及(びkN堤)軸直交方向合成 28627 31712 〇.91
せん断

堤ー東軸側及(びkN堤)軸直交方向合成 25875 31785 〇.82， アンカー 堤軸方向(N/mm2) 53.6 355.0 0. 16 

ボルト 引張
堤軸直交方向(N/mm2) 215.2 355.0 0. 61 

中実鉄筋Con(kN/mり 2731 5991 0.46 

畠 基礎地盤 支持力 杭（単体） （kN/m2) 983 6148 0. 16 

杭（仮想ケーリン） （kN) 9659 135638 0.08 

水平梁の堤軸方向 鋼製防護壁は，既工認の断面力を超

鋼壁製防護 えることが盆紅とを確認ず（ 唇隷
曲げ 水平梁の堤軸直交方向 では尋北 端部のい

き贔 断面力を用いて部材の仕様
上

鉛直梁の堤軸直交方向 を）

部 堤軸方向(kN) 60736 252547 0.25 
工 せん断
中詰め鉄 堤軸直交方向(kN) 223606 252547 〇.89
門コンク
ート

水転メ平モン回ート
水平鉄筋 (N/mm2) 327.6 478.5 0.69 

鉛直鉄筋 (N/mmり 188. 5 478. 5 〇.40

66 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査

応力度の種類

Con曲げ圧縮応力度

北基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

Con曲げ圧縮応力度

南基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

せん断照査

照査値は最大値を記載している。

発生応力度 許容限界
照査値

(N/mmり (N/mm2) 

12. 6 32.0 0.40 

180.3 478.5 0.38 

243.9 478.5 0. 51 

16. 2 32.0 〇.51

230.5 478.5 0.49 

265.8 478.5 0.56 

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (kN) (kN) 

堤軸方向 89195 229529 0.39 
北基礎

堤軸直交方向 177079 229529 〇.78

南基礎
堤軸方向 120417 222885 0.55 

堤軸直交方向 214108 247591 0.87 中実鉄筋コンクリート
（北基礎の配筋図）

全 99ス1つ 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 67 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

北基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ

南基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

’’ ’ ’’  

------*--------l----
：日北基礎せん断

力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎せん断

力照査結果が最

も厳しい断面カ
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ー
■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 452.4 500.0 0. 91 
北基礎

411. 1 引張応力度 500.0 0.83 

圧縮応力度 429.0 500.0 0.86 
南基礎

388.2 引張応力度 500.0 〇.78

せん断照査

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 42.4 285.0 0. 15 
北基礎

36. 1 堤軸直交方向 285.0 0. 13 

堤軸方向 45.3 285.0 0. 16 
南基礎

40. 1 堤軸直交方向 285.0 0. 15 

i

lロ・ロ

管杭： SBHS50
500mm, t=50 

.. 

令 ”'z 71 



ー ． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

せん断照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 283. 8 660.0 0.44 

北基礎 鉄筋引張応力度 391. 6 660.0 0.60 

Con圧縮応力度 23. 4 32.0 〇.74

鉄筋圧縮応力度 280.0 660.0 0.43 
南基礎

鉄筋引張応力度 393. 5 660.0 0.60 

Con圧縮応力度 23.0 32.0 0. 72 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 193. 8 500.0 0.39 
北基礎

引張応力度 301.2 500.0 0. 61 

圧縮応力度 193.8 500.0 0.39 
南基礎

引張応力度 302.4 500.0 0. 61 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 85.5 285.0 0. 31 
北基礎

堤軸直交方向 65. 7 285.0 0.24 

堤軸方向 97.3 285.0 0.35 
南基礎

堤軸直交方向 66. 7 285.0 0.24 
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作用方向
発生せん断力
(kN) 

許容限界
(kN) 

照査値

北基礎
堤軸方向 5945 11220 0.53 

堤軸直交方向 4960 18916 0.27 •••• 一 .•·.......................... 

南基礎
堤軸方向 6560 11220 0.59 

堤軸直交方向 4298 18319 〇.24 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）

令 ”万九 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 72 



ー
• 耐震 ． 耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）
(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

北基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート
鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/2)

軸力

北基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

堤軸及び堤軸直交方 26270 

北基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方
27748 向合成東側

堤軸及び堤軸直交方
28627 

南基礎
向合成—西側

堤軸及び堤軸直交方
25875 向合成—東側

全 9”九

堤軸直交方向.... 
・照査値は最大値を記載している。 宣

発生応力度 許容限界
照査値

(N/mm2) (N/mm2) 

77.6 478.5 0. 17 

389. 7 478.5 0.82 
頂版鉄筋コンクリート断面図

6. 2 32.0 0.20 

311. 2 478.5 〇.66

594.6 660.0 0.91 

23.5 32.0 〇.74

86.8 478.5 0. 19 

407.6 478.5 〇.86

6.9 32.0 0.22 

272.2 478.5 0.57 

384.6 478.5 0. 81 

20.5 32.0 0. 65 

許容限界
照査値

(kN) 

31712 0.83 

31785 0.88 

31712 0. 91 

31785 0.82 
頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎
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-5709 

-7664 

南基礎

2111 
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-1 799 
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-57OO 
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令 ＂乃 2つ

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎
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耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。

照査断面 応力度の種類 発(生N/応mm力2)度 許(N容/m限m2界) 照査値

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 343. 9 660.0 0.53 

（図ー1) Con圧縮応力度 11. 5 32.0 0.36 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 578. 1 660.0 0.88 

部（図ー2) Con圧縮応力度 27. 1 32.0 0.85 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 348. 7 660.0 0.53 

（図ー1) Con圧縮応力度 11. 2 32.0 0.35 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 632.5 660.0 0. 96 

部（図ー2) Con圧縮応力度 26.4 32.0 0.83 
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図ー1仮想RC断面
（鋼管杭頭部）

図ー2仮想RC断面
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)上部エの評価結果

1)鋼製防護壁の照査

由外曲けモーメントメ (zo¥ 血外曲げモーメ／卜比 (z1)

X18：中央
X-

-'X4: A南基礎直上
鉛直梁要素と鉛直隔壁の関係図
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zo：最下端の水平梁の堤軸直交方向曲げモーメント図
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X4: A南基礎直上 X18：鋼製防護壁中央 X32: A北基礎直上

A基礎直上及び中央の鉛直梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

．既エ認では，南北基礎上端部のいずれか大きい方の断面力を用いて鋼製防護壁の部材の仕様を決定している。
・鋼製防護壁において仕様が最も厳しい部位はzo隔壁（水平梁）であり，最大板厚75mm及び最高材質SBHS700が必要になるが，当該部位にお
いて既エ認の断面力を下回ることから，構造成立性を有すると判断した。

令 ，，，，，，九 80 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 ・照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力
(kN) 

照査値
(kN) 

堤軸方向 33640 252547 0. 14 
北基礎

堤軸直交方向 191993 252547 0. 77 

堤軸方向 60736 252547 0.25 
南基礎

堤軸直交方向 223606 252547 0.89 

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

水平鉄筋 174.9 478.5 0.37 
北基礎

鉛直鉄筋 100.6 478.5 0.22 

水平鉄筋 327.6 478.5 0.69 
南基礎

鉛直鉄筋 188.5 478.5 0.40 

中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

全 必九 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 81 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査 ・照査値は最大値を記載している。

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 92.9 355.0 0.27 
北基礎

堤軸直交方向 182.5 355.0 0.52 最上段(TP+20.0m)

堤軸方向 53.6 355.0 0. 16 
南基礎

215.2 355.0 堤軸直交方向 0. 61 

水平隔壁

鉛直隔壁（法繰方向）

下フランジ

3.2ml アン

k 
鉛直方向の分割イメージ図

アンカーボルトの仕様 アンカーボルトの配置

令 99及び 本資料中のE二］は，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。

ブロックのイメージ図

鋼製防護壁アンカ一部のイメージ図

82 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

4)基礎地盤の支持力評価結果

中実鉄筋コンクリート部の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 4994 6116 〇.82

南基礎 2731 5991 0.46 

鋼管杭（杭単体）の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 2471 6273 0.40 

南基礎 983 6148 0. 16 

鋼管杭を仮想ケーソン断面とした場合
（群杭効果を考慮した場合）の支持力照査

発生支持力 許容限界
照査値

(kN) (kN) 

北基礎 24760 141999 0. 18 

南基礎 9659 135638 0.08 

※周面摩擦力を考慮せず，鋼管杭先端の支持力に対す

る照査を実施

令 99Z

←北基礎西側杭の南端

←南基礎西側杭の南端

南北基礎腐平楚地盤支持
カの算定止し

各鋼管杭の富礎地盤支持力
算定位置

照査値は最大値を記載している。

北基礎

北基礎

地盤支持力算出位置

83 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

令 ，，，，，z 84 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果
(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

①照査結果のまとめ (1/2)

北基礎

募 構成部位 断面力の種類

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

中実鉄筋 曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

コンク 鉄筋引張応力度(N/mm2)リート

せん断
堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

鋼管杭 引張応力度(N/mm2)

堤軸方向(N/mm2)
せん断

堤軸直交方向(N/mm2)

； 巻げ立て鉄 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

贔 コンク
ート） Con圧縮応力度(N/mm2)

工

巻筋リ立ーコてント鉄ク
曲（鋼げ管杭）

圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

蛉せリ巻ん断立て鉄
堤軸方向(kN)

コン予 堤軸直交方向(kN)
ート

堤軸方向(N/mm2)
せ（鋼ん断管杭）

堤軸直交方向(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)
仮（想鋼R管C杭断面） 

杭部頭接合 Con圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)呵想RC断面RC) Con圧縮応力度(N/mm2)

令 9”Z

断面カ 許容限界 照査値

13. 3 32.0 〇.42

190. 1 478. 5 0.40 

257.4 478.5 0.54 

97299 229529 〇.43

176318 229529 〇.77

442. 1 500.0 〇.89

420. 1 500.0 0.85 

42. 7 285.0 〇.15

33.6 285.0 〇.12

282.8 660.0 0.43 

410. 9 660.0 0.63 

23.3 32.0 0. 73 

194. 9 500.0 0.39 

311. 2 500.0 0.63 

6073 11220 0.55 

4764 18916 0.26 

87.4 285.0 0. 31 

63. 1 285.0 〇.23

355.5 660.0 0.54 

11. 8 32.0 〇.37

606.3 660.0 0.92 

26.9 32.0 0.85 

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ5
----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

雰 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

堤鉄軸筋方圧縮向応力度(N/mm2) 80.0 478.5 0. 17 

堤鉄軸筋方引張向応力度(N/mm2) 402.8 478.5 0.85 

堤軸方向 6.4 32.0 0.20 Con圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

下 頂版鉄筋 堤鉄軸筋直圧縮交方応力向度(N/mm2) 313. 4 478.5 0.66 
部 コンク
工 リート

堤鉄軸筋直引張交方応力向度(N/mm2) 603.0 660.0 0.92 

堤Co軸n圧直縮交応方力向度(N/mm2) 23.6 32.0 0. 74 

堤ー西軸側及(びkN堤)軸直交方向合成 26761 31712 〇.85
せん断

堤ー東軸側及(びkN堤)軸直交方向合成 28748 31785 0.91 

< アンカー 堤軸方向(N/mm2) 103.0 355.0 〇.30

ボルト 引張
堤軸直交方向(N/mm2) 182. 1 355.0 〇.52

中実鉄筋Con(kN/m2) 5479 6116 〇.90

督 基礎地盤 支持力 杭（単体） （kN/m2) 2658 6273 〇.43

杭（仮想ケーリン） （kN) 26672 141999 〇.19

水平梁の堤軸方向

鋼製防．方定し護南の）と壁北が断基面はな礎，力い既上をし端工用と認の断， 力を超鋼壁製防護
える を確認既

曲げ 水平梁の堤軸直交方向 では 部のいれ饂
きい いて部材の

靡
鉛直梁の堤軸直交方向 を決

堤軸方向(kN) 36007 252547 〇.15
工 せん断

畠リ詰め鉄 堤軸直交方向(kN) 191393 252547 〇.76
コンク
ート
虐メ茫

水平鉄筋 (N/mm2) 173. 7 478.5 〇.37

ント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 99.9 478.5 0.21 
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果
(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

南基耐照査結果のまとめ (2/2)

募 構成部位 断面力の種類

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

中実房筋 曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

コン 鉄筋引張応力度(N/mm2)リート

せん断
堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

鋼管杭 引張応力度(N/mm2)

堤軸方向(N/mm2)
せん断

堤軸直交方向(N/mm2)

鉄曲ク（巻筋げリ立ーコてン

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

贔 ト） Con圧縮応力度(N/mm2)
工

杭霜）管

圧縮応力度(N/mmり

巻筋リ立ーコてント鉄ク 引張応力度(N/mm2)

罰唸墨
堤軸方向(kN)

コン
堤軸直交方向(kN)

韮せ岬ん断
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

仮想（鋼RC断管 鉄筋引張応力度(N/mm2)

杭部頭接合 鳥 Con圧縮応力度(N/mm2)

仮面想(RRCC)断
鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

令 ，，，，，z

断面カ 許容限界 照査値 募
16.0 32.0 〇.50

227.6 478.5 0.48 

262.6 478.5 0.55 

130817 234985 0.56 

210930 247591 〇.86

434. 1 500.0 〇.87 贔
393.4 500.0 0. 79 工

42.6 285.0 〇.15

34.6 285.0 〇.13

287.5 660.0 0.44 

394.3 660.0 0.60 

23.5 32.0 0. 74 

200.5 500.0 0.41 

>312.2 500.0 0.63 

6657 11220 0.60 

3854 18319 0. 22 
畠

98. 7 285.0 0.35 

59.8 285.0 0. 21 

359.3 660.0 〇.55

11. 4 32.0 〇.36 扉
623. 3 660.0 〇.95 工

27.0 32.0 0.85 

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ＇ 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ5
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

堤鉄軸筋方圧縮向応力度(N/mm2) 89.3 478.5 〇.19

堤鉄軸筋方引張向応力度(N/mm2) 432.3 478.5 0.91 

堤軸方向 7. 1 32.0 〇.23Con圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

頂版房筋 堤鉄軸筋圧直交縮方応向力度(N/mm2) 266. 1 478.5 〇.56

コン
リート

堤鉄軸筋直引張交方応向力度(N/mm2) 383.6 478.5 〇.81

堤Co軸n圧直縮交応方力向度(N/mmり 20. 1 32.0 0.63 

堤西軸側及(kびN)堤軸直交方向合成ー 29790 31712 0.94 
せん
断

堤東軸側及(kびN)堤軸直交方向合成ー 26977 31785 0.85 

アンカー 堤軸方向(N/mm2) 59. 7 355.0 0. 17 
ボルト 引張

堤軸直交方向(N/mm2) 216.2 355.0 0.61 

中実鉄筋Con(kN/m2) 2904 5991 〇.49

基礎地盤 茫 杭（単体） （kN/m2) 986 6148 〇.17

杭（仮想ケーリン） （kN) 9697 135638 0.08 

水平梁の堤軸方向 鋼製防護累は，既工認の断， 力を超
えること いことを確認既

鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸直交方向 では疋互南北基な礎上端部のい れ工か認大
きい の断面力を用いて部材の仕様

鉛直梁の堤軸直交方向 を決 ） 

せん 堤軸方向(kN) 63102 252547 〇.25
断 堤軸直交方向(kN) 224237 252547 〇.89

筋中詰コめン鉄ク
謡 水平鉄筋 (N/mm2) 331. 4 478.5 〇.70

リート
モー
メン 鉛直鉄筋 (N/mm2) 190.6 478.5 〇.40
卜

~b 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1 -1 耐津波評価結果
(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査

I i応力度の種類
Con曲げ圧縮応力度

北基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

Con曲げ圧縮応力度

南基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

せん断照査

照査値は最大値を記載している。

1 発生応力度 許容限界
| 

照査値 ＇l(IN~mm2) (N/rmmり ！ 
13.3 32.0 〇.42

190. 1 478.5 0.40 

257.4 478.5 0.54 

16. 0 32.0 0.50 

227.6 478.5 0.48 

262.6 478.5 0.55 

I I 
発生せん断力 許容限界 1

照査値
1 せん断力の I
I 方向 l 

l 

北基礎
堤軸方向

堤軸直交方向

南基礎
堤軸方向

堤軸直交方向

令 9”z

{(ikN) 

97299 

176318 

130817 

210930 

((Ml) , 

229529 

229529 

234985 

247591 

0.43 

〇.77

0.56 

0.86 

中実鉄筋コンクリート
（北基礎の配筋図）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 87 



1.耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

(I'-----. -I',1,., •I ` 

I 北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が 1, 

最も厳しい断面カ

゜

南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/3)
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

’̀：三ま言1：ネ5
北基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ

南基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ
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1.耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (3/3)

北基礎せん断

力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎せん断

力照査結果が最

も厳しい断面カ
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ー
■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 442. 1 500.0 0.89 
北基礎

引張応力度 420. 1 500.0 0.85 

圧縮応力度 434. 1 500.0 0.87 
南基礎

393. 4 引張応力度 500.0 0. 79 

せん断照査

..................................

..

.

.

.

.
 

'
 

i

i
し
I

t

□
1

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 42. 7 285.0 0. 15 
北基礎

33. 6 堤軸直交方向 285.0 0. 12 

堤軸方向 42.6 285.0 0. 15 
南基礎

34.6 堤軸直交方向 285.0 0. 13 

管杭： SBHS5
500mm, t=5 

令 ”z 91 



ー ． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 282.8 660.0 0.43 

北基礎 鉄筋引張応力度 410. 9 660.0 0.63 

Con圧縮応力度 23. 3 32.0 0. 73 

鉄筋圧縮応力度 287.5 660.0 0.44 
南基礎

鉄筋引張応力度 394.3 660.0 0.60 

Con圧縮応力度 23. 5 32.0 0. 74 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 194.9 500.0 0.39 
北基礎

引張応力度 311. 2 500.0 0.63 

圧縮応力度 200.5 500.0 0. 41 
南基礎

引張応力度 312.2 500.0 0.63 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

せん断照査（鋼管杭）

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 87.4 285.0 〇.31
北基礎

堤軸直交方向 63. 1 285.0 0.23 

堤軸方向 98. 7 285.0 0.35 
南基礎

堤軸直交方向 59.8 285.0 0. 21 
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作用方向
発生せん断力
(kN) 

許容限界
(kN) 

11220 

照査値

北基礎
堤軸方向 6073 0.55 

堤軸直交方向 4764 18916 〇.26

南基礎
堤軸方向 6657 11220 0.60 

｀ ー ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． 

堤軸直交方向 3854 18319 0.22 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）

令 99及び 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 92 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート
鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/2)

北基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート
鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/2)

北基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

堤軸及び堤軸直交方
26761 

北基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方
28748 向合成東側

堤軸及び堤軸直交方
29790 

南基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方
26977 向合成ー東側

令 夏9Z

堤軸直交方向..... 
照査値は最大値を記載している。 言
発生応力度 許容限界

照査値
(N／暉12) (N/nn2) 

80.0 478.5 0. 17 

402.8 478.5 0.85 頂版鉄筋コンクリート断面函

6.4 32.0 0.20 

313.4 478.5 0. 66 

603. 0 660.0 0.92 

23.6 32.0 0. 74 

89.3 478.5 0. 19 

432.3 478.5 0. 91 

7. 1 32.0 0.23 

266. 1 478.5 0.56 

383. 6 478.5 0. 81 

20. 1 32.0 0.63 

許容限界
照査値

(kN) 

31712 0.85 

31785 0. 91 

31712 0.94 

31785 〇.85

頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図

令 必 Z
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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ー ． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。

照査断面 応力度の種類 発(生N/応mm力2)度 許(N容/mm限2界) 照査値

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 355.5 660.0 0.54 

（図ー1) Con圧縮応力度 11. 8 32.0 0.37 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度
606.3 660.0 0.92 

部（図ー2) Con圧縮応力度 26.9 32.0 0.85 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 359.3 660.0 0.55 

（図ー1) Con圧縮応力度 11. 4 32.0 0.36 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度
623.3 660.0 0.95 

部（図ー2) Con圧縮応力度 27.0 32.0 0.85 

.,•…………………………… 

.

.

.

 

i
で
口

:

5

ぃ

コ

．4

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

 

!900 

-§ uz 

............ ............. ........... ．．． ．． ．． ．． ．． ．． ．． ．． ．． ．． ．．． ．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．． ............ 

8
8
N
 

•••••••••• .......... ．．．．．．．． . ~. 

. ---. 
•••••••• .......... ．．．．．．．．．． 

oszz 暉 l

図ー1仮想RC断面
（鋼管杭頭部）

図ー2仮想RC断面
（巻立てRC部）

·••••• 一 ••．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

令 ”99門 99 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(3)上部エの評価結果

1)鋼製防護壁の照査

血外曲けモーメント1Krzo1 由外曲けモーメントL,(21) 

'I ZO：最下端
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鉛直梁要素と鉛直隔壁の関係図 X4: A南基礎直上 X18：鋼製防護壁中央 X32: A北基礎直上

A基礎直上及び中央の鉛直梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

・既工認では，南北基礎上端部のいずれか大きい方の断面力を用いて鋼製防護壁の部材の仕様を決定している。
・鋼製防護壁において仕様が最も厳しい部位はzo隔壁（水平梁）であり，最大板厚75mm及び最高材質SBHS700が必要になるが，当該部位にお
いて既エ認の断面力を下回ることから，構造成立性を有すると判断した。
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力
(kN) 

照査値

(kN) 

堤軸方向 36007 252547 0. 15 
北基礎

堤軸直交方向 191393 252547 0. 76 

堤軸方向 63102 252547 0.25 
南基礎

堤軸直交方向 224237 252547 0.89 

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mmり

水平鉄筋 173. 7 478.5 0.37 
北基礎

鉛直鉄筋 99.9 478.5 0. 21 

水平鉄筋 331. 4 478.5 0. 70 
南基礎

鉛直鉄筋 190.6 478.5 0.40 

中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

全 9”Z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 101 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査 照査値は最大値を記載している。

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 103.0 355.0 0.30 
北基礎

182. 1 堤軸直交方向 355.0 0.52 

堤軸方向 59. 7 355.0 0. 17 
南基礎

堤軸直交方向 216.2 355.0 0. 61 

最上段(TP+20.0m)

ブロックのイメ~_;図

水平隔壁

鉛直隔壁（法線方向） ／ ．． 
鉛直院壁（法線直

シ ：クー

一~

21
R
 

最下段(TP+3.2m)

鉛直方向の分割イメージ図 鋼製防護壁アンカ一部のイメージ図

アンカーボルトの仕様

令 ”99ウ

アンカーボルトの配置＿ 
本資料中のE二］は，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 102 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(5)地盤のばらつき ：地盤バネ5

4)基礎地盤の支持力評価結果

中実鉄筋コンクリート部の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値

('kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 5479 6116 0.90 

南基礎 2904 5991 0.49 

鋼管杭（杭単体）の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値

(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 2658 6273 0.43 

南基礎 986 6148 0. 17 

鋼管杭を仮想ケーソン断面とした場合
（群杭効果を考慮した場合）の支持力照査

発生支持力 許容限界
照査値

(kN) (kN) 

北基礎 26672 141999 0. 19 

南基礎 9697 135638 0.08 

※周面摩擦力を考慮せず，鋼管杭先端の支持力に対す

る照査を実施

令 ”99ワし

←北基礎西側杭の南端

←南基礎西側杭の南端

南北基礎腐喜礎地盤支持
カの算定山ヒ

ヽ

各鋼管杭の富礎地盤支持力
算定位置

照査値は最大値を記載している。

北基礎

北基礎

地盤支持力算出位置
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1-2耐震評価結果

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

令 必 Z 104 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1-2而マ胃冒7果
(1)地盤のばらつき：解析ケース③
①照査結果のまとめ (1/2)

北基礎

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

中コ寒ノ鉄ク筋 | 曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)リート

せん断
堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

1圧縮応力度(N/mm2)
曲げ

鋼管杭 | 引張応力度(N/mm2)

1堤軸方向(N/mm2)
せん断

1堤軸直交方向(N/mm2)

鉄門げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

巻筋立コてン 鉄筋引張応力度(N/mm2)

` | I ?))- Con圧縮応力度(N/mm2)

1曲げ 圧縮応力度(N/mm2)

胃鰐房 1韮戸 引張応力度(N/mm2)

ート 1せん断 堤軸方向(kN)

晶立て
コン
クリー 堤軸直交方向(kN)
ト）

せん断 堤軸方向(N/mm2)
（鋼管
杭） 堤軸直交方向(N/mm2)

仮想RC断 鉄筋引張応力度(N/mm2)

杭頭接合 I 杭面）（鋼管 Con圧縮応力度(N/mm2)
部 1

仮号RC 阿 鉄筋引張応力度(N/mm2)
面 RC Con圧縮応力度(N/mm2)

令 必 Z

5. 7 24.0 0.24 下部

82.3 435.0 〇.19
工

141. 8 435.0 0.33 

89000 195847 0.46 

99318 195847 〇.51

225.8 442.5 0.52 

145. 5 442.5 〇.33

3.6 255.0 0.02 

10.5 255.0 〇.05

47.6 600.0 0.08 

73.3 600.0 0. 13 

3.3 24.0 0. 14 

43.5 442.5 0. 10 接合

63.4 442.5 0. 15 部

535.9 5303. 9 0. 11 地盤

830. 7 3124.9 0.27 

1. 4 255.0 0. 01 上部

7.0 255.0 0.03 
工

109. 6 600.0 0. 19 

1. 1 24.0 0. 05 

lll.4 600.0 0. 19 

3.4 24.0 0. 15 

：地震波：堤軸断面： Ss-D1（＋，十），堤軸直交断面： Ss-D1(-,+) 
：地盤のばらつき：解析ケース③
'---------------------------------------------------------------' 

・照査値は最大値を記載。

頂コ版ノ鉄ク筋 曲げ 堤度軸(N方/mm向2)鉄筋圧縮応力 | 13. 1 I 435. o I 〇.04
リート

堤度軸(N方/mm向2)鉄筋引張応力 | 31. 3 I 435. o I 0.08 

堤(N軸/mm方2)向 Con圧縮応力度 1 o. 9 I 24. o I 0.04 

堤応軸力直度交(N方/mm向2)鉄筋圧縮 I 84. o I 435. o I 〇.20

堤応軸力度直交(N方/mm向2)鉄筋引張 | 353. 2 I 435. o I 〇.82

堤力軸度直(N交/mm方2)向 Con圧縮応 I 6. 3 I 24. o I 0.27 

せん断 堤軸方向(KN) 5507 34370 0. 17 

堤軸直交方向—西側(KN) 100732 419676 〇.25

堤軸直交方向ー東側(KN) 116157 442914 〇.27

アンカー 引張 堤軸方向(N/mm2) 鴨畠基礎このと相か対ら変発位生が応既力工も認既時工認をボルト
堤軸直交方向(N/mm2) 時のを下回る。

基礎地盤 支持力 中実鉄筋Con(kN/m2) 4103 6116 0.68 

杭（単体） （kN/m2) 4224 6273 〇.68

杭（仮想ケーリン） （kN) 44663 141999 〇.32

鋼製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向 <北回基礎このと相か対ら変発位生応が既力工も言既忍工時認を壁
水平梁の堤軸直交方向 の値るを下回る。

鉛直梁の堤軸直交方向

中詰房9助r,.. せん断 堤軸方向(kN)
コン

堤軸直交方向(kN)リート

査メ茫
水平鉄筋 (N/mm2)

ント 鉛直鉄筋 (N/mm2)
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ー ． 耐震 ． 耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）
-2耐震評価結果
(1)地盤のばらつき：解析ケース③
①照査結果のまとめ (2/2)

南基礎

ー ----------------------------------------------------------------
：地震波：堤軸断面： Ss-D1（＋，十），堤軸直交断面 ：Ss-D1(-,+) : 
：地盤のばらつき：解析ケース③
------------- - ------------------------------- - - - ---------------• 

・照査値は最大値を記載。

と」9 1-

中寒鉄筋
コノク
リート

曲げ

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

6.2 24.0 0.26 

89. 1 

117. 1 

435.0 

435.0 

〇.21

0.27 

堤軸方向鉄筋引張応
力度(N/mm2) 23.9 435.0 0.06 

せん断
堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

164626 

136709 

228260 

221969 

0. 73 

〇.62

堤軸方向 Con圧縮応力
度(N/mm2) 0.6 24.0 0.03 

78.8 435.0 0. 19 

曲げ

鋼管杭

圧縮応力度(N/mmり

引張応力度(N/mm2)

堤軸方向(N/mmり

堤軸直交方向(N/mm2)

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

堤軸方向(kN)

53.2 442.5 0. 13 

堤軸直交方向鉄筋圧
縮応力度(N/mm2)

68.0 442.5 0. 16 
堤軸直交方向鉄筋弓
張応力度(N/mm2) 305.3 435.0 0. 71 

せん断
3. 7 255.0 〇.02 堤軸直交方向 Con圧縮

応力度(N/mm2) 6.0 24.0 0.25 
9.2 255.0 〇.04

下
部
エ

曲げ
（巻立て鉄筋
コンクリー
ト）

39.5 
6277 

63.2 

2.8 

600.0 

600.0 

24.0 

0.07 

0. 11 

〇.12

せん断 堤軸方向(KN)

堤軸直交方向ー西側
(KN) 

71186 

34370 

419676 

〇.19

〇.17

101572 442914 0.23 

巻立て鉄
筋コンク
リート

曲げ
（鋼管杭）

せん断
（巻立て鉄筋
コンクリー
ト）

36.9 

52. 1 

594. 7 

442.5 

442.5 

5303.9 

0.09 

0. 12 

0. 12 

合接
部

アンカー
ボルト

引張

堤軸直交方向(kN) 615. 4 3026.2 0.21 

堤軸直交方向ー東側
(KN) 

堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

南北基礎の相対変位が既工認時を下
回ることから発生応力も既エ認時の
値を下回る。

地盤 基礎地盤 支持力 中実鉄筋Con(kN/m2) 

杭（単体） （kN/mり

杭（仮想ケーリン） （kN) 

水平梁の堤軸方向

水平梁の堤軸直交方向

2269 

3935 

5991 

6148 

〇.38

〇.65

せん断
（鋼管杭）

堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

1. 7 

2. 7 

杭頭接合
部

寄
100. 9 

255.0 

255.0 

600.0 

0. 01 

0.02 
主部

曲げ

41611 135638 〇.31

仮想RC断面
(RC) 

鉄筋引張応力度(N/mm2)

0.9 

92. 1 

24.0 

0. 17 

600.0 

0.04 

鋼製防護
壁

南北基礎の相対変位が既工認時を下
回ることから発生応力も既エ認時の
値を下回る。

0. 16 

Con圧縮応力度(N/mm2) 3.0 24.0 〇.13

中詰鉄筋
コノク
リート

せん断

回
一
ト

平
モ
ン

水
転
メ

鉛直梁の堤軸直交方向

堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

水平鉄筋 (N/mm2)

鉛直鉄筋 (N/mm2)

今 ”z 106 



1.耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

1-2耐震評価結果

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N／暉12)

Con曲げ圧縮応力度 5. 7 24.0 0.24 

北基礎 鉄筋圧縮応力度 82.3 435.0 0. 19 

鉄筋引張応力度 141. 8 435.0 0.33 

Con曲げ圧縮応力度 6.2 24.0 0.26 

南基礎 鉄筋圧縮応力度 89. 1 435.0 0. 21 

鉄筋引張応力度 117. 1 435.0 0.27 

せん断照査

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (kN) (kN) 

堤軸方向 89000 195847 〇.46
北基礎

堤軸直交方向 99318 195847 〇.51

堤軸方向 164626 228260 0. 73 
南基礎

堤軸直交方向 136709 221969 〇.62
中実鉄筋コンクリート
（北基礎の配筋図）

令 9”Z 本資料中のEコは商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 107 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げモーメント分布図

中実鉄筋コンクリートの断面力分布図（北基礎）
l 

軸力分布図 せん断力分布図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げモーメント分布図
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中実鉄筋コンクリートの断面力分布図（南基礎）
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軸力分布図
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ー ． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 225.8 442.5 0.52 
北基礎

145.5 442.5 引張応力度 0.33 

圧縮応力度 53.2 442.5 0.13 

南基礎
68.0 442.5 引張応力度 0. 16 

せん断照査

··……•………•…… 
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.
 

．．
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．．．．．
 

f
.
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5
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．

．
 

・

5

i

.

.
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i部

．`，．
f

i-a

-

[
『
]

r
 ．

．

 

灼

巻
コ

．．．

、.

.

............................................. ’ 

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 3.6 255.0 0.02 

北基礎
10.5 堤軸直交方向 255.0 〇.05

堤軸方向 3. 7 255.0 〇.02

南基礎
9.2 255.0 堤軸直交方向 〇.04

管杭： SBHS5
500mm, t=5 

·•. .. 

令 ，，，，，，z 110 



ー． 耐震 ・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

せん断照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 47.6 600.0 0.08 

北基礎 鉄筋引張応力度 73.3 600.0 〇.13

Con圧縮応力度 3.3 24.0 〇.14

鉄筋圧縮応力度 39.5 600.0 〇.07

南基礎
鉄筋引張応力度 63.2 600.0 〇.11

Con圧縮応力度 2.8 24.0 〇.12

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 43.5 442.5 〇.10
北基礎

引張応力度 63.4 442.5 0. 15 

圧縮応力度 36.9 442.5 〇.09
南基礎

引張応力度 52. 1 442.5 〇.12

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 1. 4 255.0 〇.01
北基礎

堤軸直交方向 7.0 255.0 〇.03

堤軸方向 1. 7 255.0 〇.01
南基礎

堤軸直交方向 2. 7 255.0 〇.02

•••…•...................... 
．．． 杭頭結合部 ・・： 

I 
．．．．．．．．． 
．； 

..... •'/' 
；． 
； 

ロ

作用方向

北基礎
堤軸方向

発生せん断力
(kN) 

535.9 

許容限界
(kN) 

5303.9 

照査値

0. 11 

堤軸直交方向 830. 7 3124.9 0.27 

南基礎
堤軸方向 594. 7 5303.9 〇.12

•• 一 ・・•••••••••••••••••••••••••••• 

堤軸直交方向 615.4 3026.2 0. 21 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）

令 ”99つし 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 1 1 1 



1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図（北基礎）

曲げモーメント分布図 軸力分布図 せん断力分布図
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき ：解析ケース③

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図（南基礎）

曲げモーメント分布図 軸力分布図 せん断力分布図
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1．耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

| 

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

堤軸方向 5507 

北基礎 堤軸直交方向—西側 100732 

堤軸直交方向ー東側 116157 

堤軸方向 6277 

南基礎 堤軸直交方向—西側 71186 

堤軸直交方向ー束側 101572 

令 必 Z

堤軸直交方向.... 
照査値は最大値を記載している。 日
発生応力度
(N/mm2) 

13. 1 

31. 3 

0.9 

84.0 

353. 2 

6.3 

7.0 

23.9 

0.6 

78.8 

305.3 

6.0 

許容限界
(kN) 

34370 

419676 

442914 

34370 

419676 

442914 

許容限界
照査値(N/mm2) 

435.0 0.04 

435.0 〇.08 頂版鉄筋コンクリート断面図

24.0 0.04 

435.0 0.20 

435.0 〇.82

24.0 〇.27

435.0 〇.02

435.0 〇.06

24.0 〇.03

435.0 〇.19

435.0 〇.71

24.0 0.25 

照査値

〇.17

〇.25

〇.27

0. 19 

〇.17

0.23 
頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。

直
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ー ． 耐震 ． 耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの断面力分布図（北基礎）

曲げモーメント分布図（堤軸直交方向）

(1/2) 

せん断力分布図（堤軸直交方向）
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ー ． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの断面力分布図（北基礎）

曲げモーメント分布図（堤軸方向）

(2/2) 

せん断力分布図（堤軸方向）
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ー ． 耐震 ． 耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの断面力分布図（南基礎）

曲げモーメント分布屈（堤軸直交方向）

(1/2) 

せん断力分布図（堤軸直交方向）
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ー ． 耐震 ・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの断面力分布図（南基礎）

曲げモーメント分布図（堤軸方向）

(2/2) 

せん断力分布図（堤軸方向）
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ー ． 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果 （エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。

| 

照査断面 応力度の種類 発<N生✓応mm力2)度 I 許(N容/m限m2界) 1, l 照査値 i [ 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 109. 6 600.0 0. 19 

（図ー1) Con圧縮応力度 1. 1 24.0 0.05 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 111. 4 600.0 0. 19 

部（図ー2) Con圧縮応力度 3.4 24.0 0. 15 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 100.9 600.0 〇.17

（図ー1) Con圧縮応力度 0.9 24.0 〇.04
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 92. 1 600.0 〇.16

部（図ー2) Con圧縮応力度 3.0 24.0 〇.13
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1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

2)上部エの照査結果

①鋼製防護壁・中詰め鉄筋コンクリート・アンカーボルト

南北基礎相対変位

断面方向 変位成分 既工認 工モ認デ設ル計

水平相対変位 (mm) 4.6 4.3 
堤軸方向

鉛直相対変位 (mm) 29. 2 17. 3 

水平相対変位 (mm) 356.4 221. 6 
堤軸直交方向

鉛直相対変位 (mm) 12. 0 19. 7 

剛梁
（基礎中心と壁芯との偏芯を考慮）

支点

（姻t中心） 変位時刻歴

（並進3成分）

地震応答解析 (2次元FLIP)で得られる基礎天端の変位時刻歴を入力として
上部エの動的解析を実施

令 99?

上部エの発生応力や接合部の発生断面力は，地震応答解析
(2次元FLIP)で得られる基礎天端の変位時刻歴を入力とし
て実施する上部エの動的解析によって算出するため，その大
きさは南北基礎との接合部における相対変位に依存すること
になる。
南北基礎の相対変位量は，既工認の値をほとんどの成分で
大きく下回っていることから構造成立に問題は無いと判断さ
れる。
堤軸直交方向の鉛直変位が若干上回っているものの，南北
基礎の支点間距離65.1mに対しては7.7mm/65100mm~O. 012％程
度と極微小であり，水平変位が135mm低減している効果が支配
的になる。

上部エの部材断面
カ・基礎との接合

部の反力を算出。

1中詰め鉄筋コンクリートで抵抗 I 

上部エの動的解析で得られる部材断面力ならびに
基礎との接合部の反力に対して部材照査を実施

120 



1 ■ 耐震・耐津波設計に係る構造成立性評価結果（エ認設計モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

3)基礎地盤の支持力評価結果

中実鉄筋コンクリート部の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値

(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 4103 6116 〇.68

南基礎 2269 5991 0.38 

鋼管杭（杭単体）の支持力度照査

発生支持力度 許容限界
照査値

(kN/m2) (kN/m2) 

北基礎 4224 6273 0.68 

南基礎 3935 6148 〇.65

鋼管杭を仮想ケーソン断面とした場合
（群杭効果を考慮した場合）の支持力照査

発生支持力 許容限界
照査値

(kN) (kN) 

北基礎 44663 141999 〇.32

南基礎 41611 135638 0.31 

※周面摩擦力を考慮せず，鋼管杭先端の支持力に対す

る照査を実施

令 ，，，，，z

←北基礎西側杭の南端

←南基礎西側杭の南端

南北基礎腐言礎地盤支持
カの算定止し

＇ 

各鋼管杭の富礎地盤支持力
算定位置

照査値は最大値を記載している。

北基礎

北基礎

地盤支持力算出位置
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令 99Z

2.地中連続壁部の残置影響評価結果

（残置影響評価モデル）
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

令 99Z 123 



＇ 

2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）
2-1而7雰胃冒7果

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
(1)地盤のばらつき：地盤バネ1
①照査結果のまとめ (1/2) 

北基礎

雰 構成部位 断面力の種類

贔 中実房筋 曲げ Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)
コン

工 リート 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

巻筋リ立ーコてント鉄ク
冒立

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)
てコン筋ク

リー・ Con圧縮応力度(N/mm2)
ト）

罰管

圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mmり

せ慣ん断立
堤軸方向(kN)

てコン筋ク
堤軸直交方向(kN)

リー
ト）

謬せん断管
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

杭部頭接合
仮嗜杭想）R管C 

鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

眉（ 想RC 鉄筋引張応力度(N/mm2)
鳥 Con圧縮応力度(N/mm2)

全 必 Z

断面カ 許容限界 照査値

6.5 32.0 0. 21 

93.6 478.5 0.20 

120.5 478.5 〇.26

4978 229529 0.03 

89202 229529 0.39 

85.2 500.0 0. 18 

33.6 500.0 0.07 

8.6 285.0 0.04 

7.5 285.0 〇.03

143.0 660.0 0.22 

146. 1 660.0 0.23 

12.0 32.0 〇.38

72. 7 500.0 0. 15 

84.0 500.0 0. 17 

2041 11220 〇.19

10611 18916 0.57 

29.4 285.0 0. 11 

140. 6 285.0 0.50 

88.8 660.0 〇.14

4.5 32.0 〇.15

191. 0 660.0 0.29 

13. 9 32.0 0.44 

： ・地盤のばらつき：地盤バネ1
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

区分 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

下部 頂版鉄筋 曲げ 堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応工 コンク 23. 1 478.5 〇.05
リート

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 101. 2 478.5 〇.22

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 1. 8 32.0 0.06 

縮堤軸応直力交度方(N/向mm鉄2)筋圧 90. 1 478.5 〇.19

堤張軸応直力交度方(N/向mm鉄2)筋引 115. 7 660.0 〇.18

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 6.6 32.0 0. 21 

せん断 堤合軸成及ー西び側堤(軸kN直)交方向 9416 31712 0.30 

堤合軸成及ー東び側堤(軸kN直)交方向 4892 31785 0. 16 

懇ロ〖合 アンカー 引張
（圧縮-態1.状8 ） 

（圧縮態状） ゚ボルト 堤軸方向(N/mm2) 355.0 

堤軸直交方向(N/mm2) 182.0 355.0 0.52 

上部 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向
鋼え製る防護と壁か基面はな．い力堅←を工用と認をい確ののて部断い面材ず（既カれのを超工

水平梁の堤軸直交方向 詑互疋<....南の北断 エ仕か認大様

鉛直梁の堤軸直交方向 を決 ） 

悶リ詰め鉄 せん断 堤軸方向(kN) 5510 252547 0.03 
コンク
ート 堤軸直交方向(kN) 175678 252547 0. 70 

水転メ平モン回ート
水平鉄筋 (N/mm2) 234.4 478.5 0.49 

鉛直鉄筋 (N/mmり 134. 9 478.5 0.29 

124 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果
(1)地盤のばらつき：地盤バネ1
①照査結果のまとめ (2/2)

南基礎

募 構成部位 断面力の種類

贔 中実鉄筋 曲げ Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)
コンク

工 リート 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

胃立て鉄 ； 巻げ立て鉄 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)
コンク
ート コン亨 鉄筋引張応力度(N/mm2)

ート
Con圧縮応力度(N/mm2)

曲（鋼げ管杭）
圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん悶 堤軸方向(kN)

蛉巻て鉄 堤軸直交方向(kN)コンク
リート）

せ（鋼ん断管杭）
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

杭部頭接合 仮（鋼想R管C杭断面） 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

仮(想RC)RC断面 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

令 99ブ

断面カ 許容限界 照査値

6.6 32.0 0.21 

95.2 478.5 〇.20

115. 6 478.5 〇.25

5006 253101 0.02 

92688 253101 0.37 

94. 9 500.0 0. 19 

47.2 500.0 0. 10 

11. 9 285.0 〇.05

9. 1 285.0 0.04 

131.1 660.0 0.20 

131. 5 660.0 〇.20

11. 0 32.0 〇.35

66.0 500.0 0. 14 

84.6 500.0 0. 17 

1551 11220 〇.14

8563 18319 〇.47

23. 0 285.0 〇.09

132.8 285.0 〇.47

90.3 660.0 〇.14

4.3 32.0 0. 14 

186.2 660.0 〇.29

13.3 32.0 0.42 

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ1
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

区分 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

下部 頂版鉄筋 曲げ 堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応 21. 9 478.5 0.05 工 コンク
リート

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 104. 6 478.5 0.22 

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 1. 7 32.0 0.06 

堤縮軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋圧 87.0 478.5 〇.19

堤張軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋引 109.4 660.0 0. 17 

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 6.4 32.0 0. 20 

せん断 堤合軸成及ー西び側堤(軸kN直)交方向 9225 31712 〇.30

堤合軸成及ー東び側堤(軸kN直)交方向 5065 31785 0. 16 

喪ロ<合
アンカー 引張 堤軸方向(N/mm2) 10.4 355.0 〇.03
ボルト

堤軸直交方向(N/mmり 355.0 0. 55 194.2 

上部 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向
鋼製防， 累は， 既工讐の断材面昂力の隷仕を超様工

水平梁の堤軸直交方向
えるこ ないこと確認

では塁南乱鰐上』胃山 部のい
鉛直梁の堤軸直交方向

きいの をいて部
を決 ） 

筋中リ詰ーコめント鉄ク
せん断 堤軸方向(kN) 5510 252547 0.03 

堤軸直交方向(kN) 175366 252547 〇.70

水転メ平モン回ート
水平鉄筋 (N/mm2) 232.9 478.5 0.49 

鉛直鉄筋 (N/mm2) 134. 0 478.5 0.29 
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1耐津波評価結果

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査

応力度の種類

Con曲げ圧縮応力度

北基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

Con曲げ圧縮応力度

南基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

せん断照査

照査値は最大値を記載している。

発生応力度 許容限界
照査値

(N/mm2) (N/mm2) 

6.5 32.0 0. 21 

93. 6 478.5 0.20 

120. 5 478.5 0.26 

6.6 32.0 0. 21 

95.2 478.5 0.20 

115. 6 478.5 0.25 

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (kN) 

北基礎
堤軸方向 4978 

堤軸直交方向 89202 

南基礎
堤軸方向 5006 

堤軸直交方向 92688 

令 99?

(kN) 

229529 

229529 

253101 

253101 

0.03 

0.39 

0.02 

0.37 
中実鉄筋コンクリート
（北基礎の配筋図）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 126 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/3)

北基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ

南基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）
(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力。ニ

-1, 1 | l 

且一tIII l 

中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (3/3)

堤軸方向せん断力

北基礎せん断力

照査結果が最も厳

しい断面カ

南基礎せん断力

照査結果が最も厳

しい断面カ
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 85.2 500.0 0. 18 
北基礎

33.6 引張応力度 500.0 0.07 

圧縮応力度 94.9 500.0 0. 19 
南基礎

47.2 引張応力度 500.0 0. 10 
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作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 8.6 285.0 0.04 
北基礎

堤軸直交方向 7.5 285.0 0.03 

堤軸方向 11. 9 285.0 0.05 
南基礎

9. 1 堤軸直交方向 285.0 0.04 

管杭： SBHS5
500mm, t=5 

・... 
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

せん断照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 143. 0 660.0 0.22 

北基礎 鉄筋引張応力度 146. 1 660.0 0.23 

Con圧縮応力度 12. 0 32.0 0.38 

鉄筋圧縮応力度 131. 1 660.0 0.20 

南基礎
鉄筋引張応力度 131. 5 660.0 0.20 

Con圧縮応力度 11. 0 32.0 0.35 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 72. 7 500.0 〇.15
北基礎

引張応力度 84.0 500.0 0. 17 

圧縮応力度 66.0 500.0 0. 14 
南基礎

引張応力度 84.6 500.0 0. 17 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向

北基礎
堤軸方向

発生せん断力
(kN) 

2041 

許容限界
(kN) 

11220 

照査値

0. 19 

堤軸直交方向 10611 18916 0.57 

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 29.4 285.0 0. 11 
北基礎

堤軸直交方向 140.6 285.0 0.50 

堤軸方向 23. 0 285.0 0.09 
南基礎

堤軸直交方向 132.8 285.0 〇.47
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南基礎
堤軸方向 1551 11220 0. 14 

·•.. — •• ． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

堤軸直交方向 8563 18319 0.47 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

北基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎 巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート
鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/2)

北基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

| 

堤軸及び堤軸直交方
9416 

北基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方 4892 向合成ー東側

堤軸及び堤軸直交方
9225 

南基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方
5065 向合成ー東側

令 9”Z

照査値は最大値を記載している。

堤軸直交方向.... 
日 口通□

発生応力度 許容限界
照査値

(N／暉2) (N/mm2) 

23. 1 478.5 0.05 

101. 2 478.5 0.22 頂版鉄筋コンクリート断面図
,. 8 32.0 0.06 

90. 1 478.5 0. 19 

115. 7 660.0 0. 18 

6. 6 32.0 0. 21 

21. 9 478.5 0.05 

104.6 478.5 0. 22 

1. 7 32.0 0.06 

87.0 478.5 0. 19 

109.4 660.0 〇.17

6.4 32.0 0.20 

許容限界
照査値

(kN) 

31712 0.30 

31785 〇.16

31712 〇.30

31785 〇.16

頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 134 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎

5013 

1436 

-2142 

-5720 

-9298 

-12876 

南基礎
5013 

1436 

-2142 

-5720 

-9298 

-12876 

令 必九

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎

5013 
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-5720 

-9298 

-1万刃6

軸力kN/m
南基礎
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-12876 

軸力kN/m
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき ：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

令 9”Z

北基礎

5013 

1436 

-2142 

-512:0 

細

-1⑳ 6 

南基礎
5013 

1436 

-2142 

-5720 

-9298 

-12876 

頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。
， 

J応力度の種類 i 照査値I照査断面 発l(生W応imm力2)度 許((N容/1m限mり界 H 1 
i 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 88.8 660.0 0. 14 

（図ー1) Con圧縮応力度 4.5 32.0 0. 15 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 191. 0 660.0 0.29 

部（固ー2) Con圧縮応力度 13. 9 32.0 0.44 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 90.3 660.0 0. 14 

（図ー1) Con圧縮応力度 4.3 32.0 0. 14 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 186.2 660.0 0.29 

部（図ー2) Con圧縮応力度 13.3 32.0 0.42 
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図ー1仮想RC断面
（鋼管杭頭部）

図ー2仮想RC断面
（巻立てRC部）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(3)上部エの評価結果

1)鋼製防護壁の照査

曲外曲けモーメント凶 (zo)

‘"’ 

zo：最下端

． 
． 

R
R
@
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R
R
@
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忍

SBHS700 
板厚75mm

0 -孔杜

500000 竺桑

：・［ロ
-10 0 10 

水干巨噂 (ml

一円エ1?R It —囀笞＝

zo：最下端の水平梁の堤軸直交方向曲げモーメント図
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Z1 ：下から2断面の水平梁の堤軸直交方向曲げモーメント図
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A基礎直上及び中央の鉛直梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

既工認では，南北基礎上端部のいずれか大きい方の断面力を用いて鋼製防護壁の部材の仕様を決定している。
鋼製防護壁において仕様が最も厳しい部位はzo隔壁（水平梁）であり，最大板厚75mm及び最高材質SBHS700が必要になるが，
いて既エ認の断面力を下回ることから，構造成立性を有すると判断した。

¥32 

X32: A北基礎直上
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当該部位にお
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力
(kN) 

照査値
(kN) 

堤軸方向 5510 252547 0.03 
北基礎

堤軸直交方向 175678 252547 0. 70 

堤軸方向 5510 252547 0.03 
南基礎

堤軸直交方向 175366 252547 0. 70 

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

水平鉄筋 234.4 478.5 0.49 
北基礎

鉛直鉄筋 134.9 478.5 0.29 

水平鉄筋 232.9 478.5 0.49 
南基礎

鉛直鉄筋 134.0 478.5 0.29 

中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

令 ”99門 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 140 



2. 地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：地盤バネ1

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査 照査値は最大値を記載している。

作用方向
応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向
（圧縮状耐 355.0 

（圧縮状態）゜北基礎
堤軸直交方向 182.0 355.0 〇.52

堤軸方向 10. 4 355.0 0.03 
南基礎

194.2 355.0 堤軸直交方向 0.55 

最上段（TP+20.0m)

ブロックのイメージ図

水平隔壁

鉛直隔壁（法線方向）

鉛直隔壁（法線直角方向

外壁（外面鋼板）
-f4
]
K

r

,
 

3.2m) 

｀ 
鉛直方向の分割イメージ図

下フランシ

アンカ

k 
鉛製防護壁アンカ一部のイメージ図

アンカーボルトの仕様 アンカーボルトの配置

令 9”z 本資料中のE二］は，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 141 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

令 99Z 142 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

一2-1耐津波評価結果(2)地盤のばらつき：地盤バネ2
①照査結果のまとめ (1/2)

北基礎

屠 構成部位 断面力の種類

贔 中コ寒ノ鉄ク筋 曲げ Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

工 リート 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

巻筋リ立ーコてント鉄ク ； 巻げ立て鉄 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)
コン予 鉄筋引張応力度(N/mm2)
ート

Con圧縮応力度(N/mm2)

曲（鋼げ管杭）
圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

蛉せリ巻ん立断て鉄
堤軸方向(kN)

コン予 堤軸直交方向(kN)
ート

せん悶 堤軸方向(N/mm2)
（鋼杭）

堤軸直交方向(N/mm2)

杭部頭接合 仮（想鋼R管C杭断面） 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

仮(想RC)RC断面 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

令 ,,,.Z

断面カ 許容限界 照査値 区分

7. 6 32.0 0.24 
下部
工

109. 9 478.5 0.23 

125. 2 478.5 0.27 

2650 229529 0.02 

85586 229529 0.38 

115. 9 500.0 0.24 

72. 0 500.0 0. 15 

7.6 285.0 0. 03 

14.8 285.0 0.06 

169. 1 660.0 〇.26

178. 7 660.0 〇.28

13. 9 32.0 〇.44

89.6 500.0 〇.18

103. 7 500.0 〇.21 懇ロ<合

1333 11220 0. 12 
上部

10255 18916 0.55 工

19.2 285.0 0.07 

110. 4 285.0 0.39 

109.3 660.0 0. 17 

5.6 32.0 0. 18 

230.0 660.0 0.35 

16. 0 32.0 0. 51 

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ2
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

頂コ版ノ鉄ク筋

リート

曲げ
堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応 21. 7 478.5 0.05 

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 131.6 478.5 〇.28

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 1. 7 32.0 〇.06

堤縮軸応直力交度方(N/向mm鉄2)筋圧 114. 0 478.5 〇.24

堤張軸応直力交度方(N/向mm鉄2)筋引 218.6 660.0 0.34 

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 8.6 32.0 〇.27

せん断 堤合軸成及—西び側堤(軸kN直)交方向 9731 31712 0. 31 

堤合軸成及ー東び側堤(軸kN直)交方向 5260 31785 〇.17

アンカー
ボルト

引張 堤軸方向(N/mm2) 1. 0 355.0 〇.01

堤軸直交方向(N/mm2) 158.5 355.0 〇.45

鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向
鋼え製る防←護と壁がなは．い既←工と部霜いのて亨部い材れのを超

水平梁の堤軸直交方向 では互疋南乱基面礎力上を上リ而山 鳳
きい 佗 用

鉛直梁の堤軸直交方向 を決

筋中リ詰ーコめント鉄ク
せん断 堤軸方向(kN) 2327 252547 0. 01 

堤軸直交方向(kN) 172327 252547 0.69 

虐メ茫
水平鉄筋 (N/mm2) 208.4 478.5 〇.44

ント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 120. 0 478.5 0.26 

143 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果
(2)地盤のばらつき：地盤バネ2
①照査結果のまとめ (2/2)

南基礎

雰 構成部位 断面力の種類

贔 中実房筋 曲げ
Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

コン
工 リート 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mmり

せん断 堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

巻筋リ立ーコてント鉄ク ； 巻筋げ立コてン 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)鉄筋引張応力度(N/mm2)

卜y-
Con圧縮応力度(N/mm2)

杭霜）管

圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

譴t;) 息
堤軸方向(kN)

コン 堤軸直交方向(kN)

せん断管 堤軸方向(N/mm2)

閲 堤軸直交方向(N/mm2)

杭部頭接合 杭仮面想）（鋼RC断管
鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

仮想RC阿
面 (RC

鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

令 9”z

断面カ 許容限界 照査値
区分

下部
7. 6 32.0 〇.24 工

109. 4 478.5 〇.23

125. 7 478.5 0.27 

3557 234985 0.02 

110861 222885 0.50 

144.0 500.0 0.29 

81. 2 500.0 0. 17 

6.0 285.0 0.03 

13. 9 285.0 〇.05

147.9 660.0 〇.23

114. 3 660.0 〇.18

12.0 32.0 〇.38
懇ロ<合

89.2 500.0 〇.18

67.9 500.0 〇.14

1875 11220 0. 17 上部
工

6654 18319 0.37 

27.8 285.0 0. 10 

103.2 285.0 0.37 

78.8 660.0 0. 12 

4.4 32.0 0. 14 

152. 3 660.0 0.24 

13. 7 32.0 0.43 

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ2
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

頂版鉄筋 曲げ 堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応 28.3 478.5 0.06 コンク
リート

堤軸方向鉄筋引張応 189.9 478.5 〇.40力度(N/mm2)

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 2.3 32.0 〇.08

堤縮軸応直力交度方(N/向mm鉄2)筋圧 76. 1 478.5 0. 16 

堤張軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋引 139. 1 660.0 〇.22

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 5. 7 32.0 0. 18 

せん断 堤合軸成及ー西び側堤(軸kN直)交方向 12718 31712 〇.41

堤合軸成及ー東び側堤(軸kN直)交方向 7193 31785 0.23 

アンカー 引張 -0. 1 

゜ボルト 堤軸方向(N/mm2) （圧縮態状） 355.0 （圧縮状
態）

堤軸直交方向(N/mm2) 163.4 355.0 0.47 

鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向
鋼製防護壁は， 既工霜 断面ず（既れ力工かを超認大えることがないこと 認

水平梁の堤軸直交方向 では南北基礎上端部のい

鉛直梁の堤軸直交方向
きい塁の断面力を用いて部材の仕様
を決 ） 

畠リ詰め鉄 せん断 堤軸方向(kN) 2327 252547 〇.01
コンク
ート 堤軸直交方向(kN) 178717 252547 〇.71

水転平モ回ー
水平鉄筋 (N/mm2) 239. 7 478.5 〇.51

メント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 137.9 478.5 〇.29
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1耐津波評価結果

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査

応力度の種類

Con曲げ圧縮応力度

北基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

Con曲げ圧縮応力度

南基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

せん断照査

照査値は最大値を記載している。

発生応力度 許容限界
照査値

(N/mm2) (N/mm2) 

7.6 32.0 0.24 

109. 9 478.5 0.23 

125.2 478.5 0.27 

7.6 32.0 0.24 

109.4 478.5 0.23 

125. 7 478.5 〇.27

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (kN) 

北基礎
堤軸方向 2650 

堤軸直交方向 85586 

南基礎
堤軸方向 3557 

堤軸直交方向 110861 

全 99?

(kN) 

229529 

229529 

234985 

222885 

0.02 

0.38 

0.02 

〇.50 中実鉄筋コンクリート

（北基礎の配筋図）

本資料中のEコは商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 145 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

北基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ

南基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

北基礎せん断力

照査結果が最も厳

しい断面カ

南基礎せん断力

照査結果が最も厳

しい断面カ

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 115. 9 500.0 0.24 
北基礎

72.0 500.0 0. 15 引張応力度

圧縮応力度 144. 0 500.0 0.29 
南基礎

81. 2 500.0 0. 17 引張応力度

せん断照査
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作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 7.6 285.0 0.03 
北基礎

堤軸直交方向 14. 8 285.0 0.06 

堤軸方向 6.0 285.0 〇.03
南基礎

13. 9 堤軸直交方向 285.0 〇.05

管杭： SBHS5
500mm, t=5 

・... 

令 99Z 149 



2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 169. 1 660.0 0.26 

北基礎 鉄筋引張応力度 178. 7 660.0 0.28 

Con圧縮応力度 13.9 32.0 0.44 

鉄筋圧縮応力度 147.9 660.0 0.23 

南基礎
鉄筋引張応力度 114. 3 660.0 0. 18 

Con圧縮応力度 12. 0 32.0 0.38 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(Nlmm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 89.6 500.0 0. 18 
北基礎

引張応力度 103. 7 500.0 0. 21 

圧縮応力度 89.2 500.0 0. 18 
南基礎

引張応力度 67.9 500.0 0. 14 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向

北基礎
堤軸方向

発生せん断力
'(kN) 

1333 

許容限界
(kN) 

11220 

照査値

0. 12 

堤軸直交方向 10255 18916 0.55 

南基礎
堤軸方向 1875 11220 0. 17 

せん断照査（鋼管杭）

作用方向
発生応力度 許容限界 : I 

(N/mm2) (N/mm2) 
照査値 ，

堤軸方向 19. 2 285.0 0.07 
北基礎

堤軸直交方向 110. 4 285.0 0.39 

堤軸方向 27.8 285.0 0. 10 
南基礎

堤軸直交方向 103. 2 285.0 0.37 
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堤軸直交方向 6654 18319 0.37 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）

令 必九 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 150 



2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート
鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/2)

北基礎 巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎 巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/2)
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

堤軸及び堤軸直交方 9731 

北基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方 5260 向合成ー東側

堤軸及び堤軸直交方 12718 

南基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方
7193 向合成東側

令 心 Z

発生応力度
(N/mm2) 

21. 7 

131. 6 

1.7 

114. 0 

218. 6 

8.6 

28.3 

189. 9 

2.3 

76. 1 

139. 1 

5. 7 

許容限界
(kN) 

31712 

31785 

31712 

31785 

照査値は最大値を記載している。

堤軸直交方向.... 
日

許容限界
照査値

(N/11182) 

478.5 0.05 

478.5 0.28 頂版鉄筋コンクリート断面図

32.0 0.06 

478.5 〇.24

660.0 0.34 

32.0 0.27 

478.5 0.06 

478.5 〇.40

32.0 0.08 

478.5 〇.16

660.0 〇.22

32.0 0. 18 

照査値

0. 31 

0. 17 

0.41 

〇.23

頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎
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1863 -― 7939 

-5435 
-1OOOO · — 4743 
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-1淡383 -35545 - ---------1647 

軸力kN/m 曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m
南基礎

2738 26改 ー 一 14329

14 143331 I ------11134 ,. ■Ill 

-2710 
1863 -— 7939 

-5435 -1OOOO · — 4743 

-8159 -23076 -~ 1548 且
-1碑 -35545 - -------1647 

軸力kN/m 曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎

2738 
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-2710 
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-8159 

-1寧

南基礎

2738 
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-2710 

-5435 

-8159 

-10083 

全 99?
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎

2738 

14 

-2710 

-5435 

-8159 

-,寧

南基礎
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-5435 

-8159 

-10083 

令 ”z

軸力kN/m

軸力kN/m
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。

1 照査断面 応力度の種類 発(生N/応mm力2)度 ，許(N容/m限m2界) 照査値

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 109.3 660.0 0. 17 

（図—1) Con圧縮応力度 5.6 32.0 0. 18 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 230.0 660.0 0.35 

部（図ー2) Con圧縮応力度 16. 0 32.0 0. 51 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 78.8 660.0 0. 12 

（図ー1) Con圧縮応力度 4.4 32.0 0. 14 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度
152. 3 660.0 0.24 

部（図ー2) Con圧縮応力度 13. 7 32.0 0.43 
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(3)上部エの評価結果

1)鋼製防護壁の照査

内外曲：マモーメノHS[loI 

zo：最下端
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力
(kN) 

照査値
(kN) 

堤軸方向 2327 252547 0. 01 
北基礎

堤軸直交方向 172327 252547 0.69 

堤軸方向 2327 252547 0. 01 
南基礎

堤軸直交方向 178717 252547 0. 71 

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

水平鉄筋 208.4 478.5 0.44 
北基礎

鉛直鉄筋 120. 0 478.5 0.26 

水平鉄筋 239. 7 478.5 0. 51 
南基礎

鉛直鉄筋 137.9 478.5 0.29 

中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

令 9”九 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 159 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(2)地盤のばらつき：地盤バネ2

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査 照査値は最大値を記載している。

作用方向
応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mmり

堤軸方向 1. 0 355.0 〇.01
北基礎

堤軸直交方向 158. 5 355.0 0.45 

堤軸方向 （圧縮状＿似恕1） 355.0 
（圧縮状態）゜南基礎

堤軸直交方向 163. 4 355.0 0.47 

最上段(TP+20.0m)

プロックのイメ—A図

水平院壁

鉛直輛壁（法線方向）

各

苔

'~ 

最下段(Tp+3.2m)

鉛直方向の分割イメージ図

‘ 下フランジ

アンカ

ヒ

n 2l 
z 

鱗製防讀墾アンカ一部のイメージ図

アンカーボルトの仕様

全 99Z

アンカーボルトの配置

一本資料中のE二］は，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 160 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

今 99Z 161 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）
2-1 耐津波評価結果
(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ3

北基礎
①照査結果のまとめ (1/2) -----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

雰 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値 区分 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

贔 中実房筋 曲げ Con曲げ圧縮応力度(N/mm2) 18. 0 32.0 0.57 
コン

工 リート 鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 258.2 478.5 0.54 

鉄筋引張応力度(N/mm2) 342.9 478.5 0. 72 

下部 頂コ版ノ鉄ク筋 曲げ
堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応 44.3 478.5 〇.10工

リート

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 213. 0 478.5 0.45 

せん断 堤軸方向(kN) 85439 229529 0.38 堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 3.5 32.0 〇.11

堤軸直交方向(kN) 197607 229529 0.87 

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mm2) 189.2 500.0 0.38 堤縮軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋圧 137. 5 478.5 0.29 

引張応力度(N/mm2) 184.4 500.0 0.37 

せん断 堤軸方向(N/mm2) 25.3 285.0 〇.09
堤張軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋引 267.9 660.0 〇.41

堤軸直交方向(N/mm2) 26.9 285.0 0. 10 堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 10.4 32. 0 0.33 

巻筋リ立ーコてント鉄ク
鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 150. 8 660.0 〇.23

罰胃立てコン 鉄筋引張応力度(N/mm2) 200. 7 660.0 〇.31

Con圧縮応力度(N/mm2) 12.4 32.0 0.39 

せん断 堤合軸成及ー西び側堤(軸kN直)交方向 14275 31712 0.46 

堤合軸成及—東び側堤(軸kN直)交方向 12896 31785 〇.41

：伍管

圧縮応力度(N/mm2) 102.9 500.0 0. 21 

引張応力度(N/mm2) 146. 1 500.0 〇.30
接合 アンカー 引張 堤軸方向(N/mm2) 10. 7 355.0 〇.04
部 ボルト

堤軸直交方向(N/mm2) 194.4 355.0 0.55 

せん断上＇L 堤軸方向(kN) 3634 11220 0.33 

呻クト（巻）リーコてこ 堤軸直交方向(kN)
3467 18916 0. 19 

上部 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向

鋼ス製る防←護と壁か基而はな礎，い力既上こを汀確ののて部断認い面材がm力れの仕をか超工
水平梁の堤軸直交方向 詑蓋南の北断 端用い 雙様
鉛直梁の堤軸直交方向 を決 ） 

閉せん断管
堤軸方向(N/mm2) 52.3 285.0 〇.19

堤軸直交方向(N/mm2) 45.9 285.0 〇.17

杭部頭接合
仮面杭想）（鋼RC断管

鉄筋引張応力度(N/mm2) 165.4 660.0 0.26 

Con圧縮応力度(N/mm2) 5.8 32.0 0. 19 

中詰め鉄 せん断 堤軸方向(kN) 15373 252547 0.07 
門コンク
ート 堤軸直交方向(kN) 205261 252547 0. 82 

水転平モ回ー 水平鉄筋 (N/mm2) 250. 1 478.5 0.53 

仮門RC 厄 鉄筋引張応力度(N/mm2) 310. 1 660.0 0.47 
面 RC

Con圧縮応力度(N/mm2) 14.6 32.0 〇.46

メント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 143.9 478.5 0. 31 
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）
2-1 耐津波評価結果
(3)地盤のばらつき：地盤バネ3
①照査結果のまとめ (2/2)

南基礎

募 構成部位 断面力の種類

贔 中実房筋 曲げ Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)
コン

工 リート 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mmり

引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

＇ 立て鉄 ； 巻げ立て鉄 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)
コンク
ート コンク 鉄筋引張応力度(N/mm2)

ート）
Con圧縮応力度(N/mm2)

曲（鋼げ管杭）
圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん悶 堤軸方向(kN)

門（ 巻て鉄 堤軸直交方向(kN)コンク
ート）

せん翫 堤軸方向(N/mm2)
（鋼）

堤軸直交方向(N/mm2)

杭部頭接合 帽寵阿 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

仮(想RC)RC断面 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

令 心 Z

断面カ 許容限界 照査値

21. 0 32.0 〇.66

300.2 478.5 0.63 

339.0 478.5 〇.71

136971 234985 0.59 

201353 222885 〇.91

171. 2 500.0 〇.35

192.4 500.0 〇.39

29.3 285.0 〇.11

36.5 285.0 0. 13 

145. 7 660.0 0.23 

210.5 660.0 0.32 

12.0 32.0 0.38 

101. 9 500.0 0. 21 

153.9 500.0 〇.31

3672 11220 〇.33

2704 18319 0. 15 

54.4 285.0 〇.20

41. 9 285.0 0. 15 

210. 5 660.0 〇.32

6.3 32.0 0.20 

327.2 660.0 0.50 

14. 5 32.0 0.46 

------------------------------
： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ3
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

区分 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

下部 頂版房筋 曲げ
堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応 46.5 478.5 0. 10 工 コン

リート

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 211. 3 478.5 0.45 

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 3. 7 32.0 0. 12 

堤縮軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋圧 119. 2 478.5 0.25 

堤張軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋引 172. 1 478.5 0.36 

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 9.0 32.0 0.29 

せん断 堤合軸成及ー西び側堤(軸kN直)交方向 14091 31712 〇.45

堤合軸成及ー東び側堤(軸kN直)交方向 12726 31785 〇.41

腎 アンカー 引張
ボルト

堤軸方向(N/mm2) 39.5 355.0 〇.12

堤軸直交方向(N/mm2) 202.6 355.0 0.58 

上部 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向
鋼え製る防L..護とが北壁断基面はな礎，い力既上こを翌の黙て断部面材悶カの茫工

水平梁の堤軸直交方向
では員 庸門 か<きい 仕

鉛直梁の堤軸直交方向 を決

筋中リ詰ーコめント鉄ク
せん断 堤軸方向(kN) 43700 252547 0. 18 

堤軸直交方向(kN) 213279 252547 0.85 

水転平モー回 水平鉄筋 (N/mm2) 289.2 478.5 〇.61

メント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 166.4 478.5 〇.35
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査

応力度の種類

Con曲げ圧縮応力度

北基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

Con曲げ圧縮応力度

南基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

せん断照査

照査値は最大値を記載している。

発生応力度 許容限界
照査値

(N/mm2) (N/mm2) 

18. 0 32.0 0.57 

258.2 478.5 0.54 

342.9 478.5 0. 72 

21. 0 32.0 0.66 

300.2 478.5 0.63 

339.0 478.5 0. 71 

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (kN) 

北基礎
堤軸方向 85439 

堤軸直交方向 197607 

堤軸方向 136971 
南基礎

堤軸直交方向 201353 

全 9”九

(kN) 

229529 

229529 

234985 

222885 

〇.38

0.87 

0.59 

0.91 
中実鉄筋コンクリート
（北基礎の配筋図）

本資料中のEコは商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 164 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/3)
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）
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中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/3)
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軸力照査結果が最も
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）
(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力
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照査結果が最も厳
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 189.2 500.0 0.38 
北基礎

184.4 500.0 0.37 引張応力度

圧縮応力度 171. 2 500.0 0.35 
南基礎

192.4 500.0 0.39 引張応力度

せん断照査

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 25.3 285.0 0.09 
北基礎

26.9 285.0 堤軸直交方向 0. 10 

堤軸方向 29.3 285.0 0. 11 
南基礎

36.5 285.0 堤軸直交方向 0. 13 

管杭： SBHS5
1500mm, t=5 
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

せん断照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 150.8 660.0 0.23 

北基礎 鉄筋引張応力度 200. 7 660.0 0.31 

Con圧縮応力度 12. 4 32.0 0.39 

鉄筋圧縮応力度 145. 7 660.0 0.23 

南基礎
鉄筋引張応力度 210.5 660.0 0.32 

Con圧縮応力度 12. 0 32.0 0.38 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 102.9 500.0 0. 21 
北基礎

引張応力度 146. 1 500.0 0.30 

圧縮応力度 101. 9 500.0 〇.21
南基礎

引張応力度 153. 9 500.0 0.31 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向
発生せん断力
(kN) 

北基礎
堤軸方向 3634 

許容限界
(kN) 

11220 

照査値

0.33 

堤軸直交方向 3467 18916 0. 19 

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 52.3 285.0 0. 19 
北基礎

堤軸直交方向 45. 9 285.0 0. 17 

堤軸方向 54.4 285.0 0.20 
南基礎

堤軸直交方向 41.9 285.0 0. 15 
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南基礎
堤軸方向 3672 11220 0.33 

•• 一 •:••••••••••••••••••••••••• ··•--------------= - - - --•· 

堤軸直交方向 2704 18319 0. 15 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋固）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/2)

北基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）
(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/2)

北基礎巻立て部
軸力

「゚言二
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

堤向軸合及成びー西堤側軸直交方 14275 
北基礎

堤軸及び堤軸直交方 12896 向合成ー東側

堤軸及馨誓直交方 14091 
南基礎

向合成

堤軸及囁9直交方 12726 向合成

令 99乃9ウ

堤軸直交方向..... 
照査値は最大値を記載している。 言
発生応力度 許容限界

照査値(N/nn2) (N/111112) 

44.3 478.5 0. 10 

213. 0 478.5 0.45 頂版鉄筋コンクリート断面図

3. 5 32.0 0. 11 

137.5 478.5 0.29 

267.9 660.0 0. 41 

10.4 32.0 0.33 

46.5 478.5 〇.10

211. 3 478.5 0.45 

3. 7 32.0 〇.12

119. 2 478.5 0.25 

172. 1 478.5 0.36 

9.0 32.0 0.29 

許容限界
照査値

(kN) 

31712 0.46 

31785 〇.41

31712 0.45 

31785 0. 41 

頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎
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-1656 

-2772 

-3888 

南基礎
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-2230 

-3455 

-46OO 

全 必 Z

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎

1424 

197 

-1031 

-2258 

-3咽

-4713 

軸力kN/m
南基礎

2847 

1422 

-2 

-1426 

54391 - --------19905 

30069 I I -------15320 

6948- ― 10735 

-16773 -― 6150 

-40495 一 ・L』~ 1564 

--64216 - ---------30'21 

曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m

-2851 

-4275 

r
 ．． 

44041 - --------19078 

24032 I I --------14741 

4022- ― 10403 

-15988 -― 6OO6 

-35997 - ~，山 1728

-56007 - ---------2600 

軸力kN/m 曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。

照査断面 I 応力度の種類 発(生rN/応mm力2)度 許(N容/m限m2界)l i 照査値
鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 165. 4 660.0 0.26 

（図ー1) Con圧縮応力度 5.8 32.0 0. 19 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度
310. 1 660.0 0.47 

部（図ー2) Con圧縮応力度 14. 6 32.0 0.46 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 210.5 660.0 〇.32

（図ー1) Con圧縮応力度 6.3 32.0 0.20 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 327.2 660.0 0.50 

部（図ー2) Con圧縮応力度 14.5 32.0 0.46 
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(3)上部エの評価結果

1)鋼製防護壁の照査

函へ臼aItモーメ，，トぶ Czo1.. 

zo：最下端
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zo：最下端の水平梁の堤軸直交方向曲げモーメント図
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A基礎直上及び中央の鉛直梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

既工認では，南北基礎上端部のいずれか大きい方の断面力を用いて鋼製防護壁の部材の仕様を決定している。
鋼製防護壁において仕様が最も厳しい部位はzo隔壁（水平梁）であり，最大板厚75mm及び最高材質SBHS700が必要になるが，
いて既エ認の断面力を下回ることから，構造成立性を有すると判断した。
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鉛直梁要素と鉛直隔壁の関係図

当該部位にお
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力 照査値
(kN) 

(kN) 

堤軸方向 15373 252547 0.07 
北基礎

堤軸直交方向 205261 252547 0.82 

堤軸方向 43700 252547 0. 18 
南基礎

堤軸直交方向 213279 252547 0.85 

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

水平鉄筋 250. 1 478.5 0.53 
北基礎

鉛直鉄筋 143.9 478.5 0. 31 

水平鉄筋 289.2 478.5 0. 61 
南基礎

鉛直鉄筋 166. 4 478.5 〇.35

中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

令 必 Z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 178 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(3)地盤のばらつき：地盤バネ3

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査 照査値は最大値を記載している。

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 10. 7 355.0 0.04 
北基礎

194.4 355.0 堤軸直交方向 0.55 

堤軸方向 39.5 355.0 0. 12 
南基礎

堤軸直交方向 202.6 355.0 0.58 

最上段(TP+20.0m)

ブロックのイメージ図

水平隔壁

鉛直隔壁（法線方向）

鉛直隔壁（法繰直角方

最下段(TP+3.2m)

鉛直方向の分割イメージ図

下フランジ

アンカ

k 

2
1
R
 

鋼製防護壁アンカ一部のイメージ図

アンカーボルトの

全 必九

アンカーボルトの配置＿ 
本資料中のE二］は，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 179 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

全 99Z 180 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果
(4)地盤のばらつき：地盤バネ4
①照査結果のまとめ (1/2)

北基礎

雰 構成部位 断面力の種類

贔 中コ寒ノ鉄ク筋 曲げ Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

工 リート 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mmり

せん断 堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

巻筋リ立ーコてント鉄ク
鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

房鴨肝立てコン 鉄筋引張応力度(N/mm2)

ト） Con圧縮応力度(N/mm2)

讐管

圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せ鉄ク（ん巻筋リ立断ーコてン

堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

ト）

韮せ日ん断
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

杭部頭接合
仮面杭想）（鋼RC断管

鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

仮面想(RRCC)断 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

全 ”%9ウ

断面カ 許容限界 照査値

19.3 32.0 〇.61

276.9 478.5 0.58 

344.0 478.5 〇.72

150520 229529 0.66 

186594 229529 〇.82

267. 7 500.0 0.54 

304.0 500.0 〇.61

35.8 285.0 0. 13 

29.5 285.0 〇.11

207.4 660.0 0.32 

303. 7 660.0 0.47 

17.3 32.0 0.55 

146.5 500.0 〇.30

224.0 500.0 〇.45

5433 11220 0.49 

3565 18916 〇.19

78.2 285.0 〇.28

47.2 285.0 〇.17

390.8 660.0 0.60 

9.5 32.0 0.30 

467.3 660.0 〇.71

21. 1 32.0 0.66 

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ4
,_ ---------------------------------..: 

照査値は最大値を記載。

区分 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

下部 頂版房筋 曲げ
堤力軸度方(N/向mm鉄り筋圧縮応 58.2 478. 5 0. 13 工 コン

リート

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 279.5 478.5 0.59 

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 4. 7 32. 0 0. 15 

堤縮軸応直力交度方(N/向mm鉄2)筋圧 176.0 478.5 0.37 

堤張軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋引 346.9 660.0 0. 53 

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 13. 3 32.0 0.42 

せん断 堤合軸成及ー西び側堤(軸kN直)交方向 16678 31712 〇.53

堤合軸成及ー東び側堤(軸kN直)交方向 17120 31785 0.54 

翌ロ<合
アンカー 引張
ボルト

堤軸方向(N/mm2) 8.4 355.0 〇.03

堤軸直交方向(N/mm2) 186. 7 355.0 〇.53

上部 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向

＇製 防，方定し護南の）と壁北が断基面はな礎，力い既上をし端工用と認部をい噌i 力を超工
ではる 確のい既れ員水平梁の堤軸直交方向
きい て部の

鉛直梁の堤軸直交方向 を決

筋中リ詰ーコめント鉄ク
せん断 堤軸方向(kN) 53763 252547 0.22 

堤軸直交方向(kN) 197271 252547 0. 79 

蓋メ唱回
水平鉄筋 (N/mm2) 223. 7 478.5 0.47 

ント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 128. 7 478.5 〇.27
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果
(4)地盤のばらつき：地盤バネ4
①照査結果のまとめ (2/2)

南基礎

募 構成部位 断面力の種類

贔 中コ裏ノ鉄ク筋 曲げ ｛ on曲灯圧縮応力度N/mm 
工 リート

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mmり

巻筋リ立ーコてント鉄ク ： 巻げ立て鉄 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

コンク 鉄筋引張応力度(N/mm2)
リート）

Con圧縮応力度(N/mm2)

曲（鋼げ管杭）
圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん胃 堤軸方向(kN)

碕リ巻 て鉄 堤軸直交方向(kN)コンク
ート）

せ（鋼ん断管杭）
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

杭部頭接合 仮（想鋼R管C杭断面） 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

仮(想RC)RC断面 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

今 99?

断面カ 許容限界 照査値

26.4 32.0 0.83 

375.Z 478.5 0. 79 

430. 1 478.5 〇.90

187771 234985 〇.80

214281 222885 〇.97

196. 0 500.0 0.40 

232.6 500.0 〇.47

32.5 285.0 〇.12

40.2 285.0 〇.15

163.3 660.0 〇.25

244.4 660.0 〇.38

13.4 32. 0 〇.42

114. 7 500.0 0.23 

178. 0 500.0 0.36 

4104 11220 0.37 

2712 18319 〇.15

60.8 285.0 0.22 

42. 1 285.0 〇.15

284.9 660.0 0.44 

7.4 32.0 〇.24

374.0 660.0 〇.57

16.3 32.0 0.52 

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ4 ; 
,_ ---------------------------------...: 

照査値は最大値を記載。

区分 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

下部 頂コ版ノ鉄ク筋 曲げ
堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応 53. 7 478.5 〇.12工

リート

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 244.9 478.5 〇.52

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 4.3 32.0 0. 14 

堤縮軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋圧 128. 3 478.5 0.27 

堤張軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋引 185. 9 478.5 0.39 

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 9. 7 32.0 0. 31 

せん断
堤合軸成及ー西び側堤(軸kN直)交方向 15665 31712 0.50 

堤合軸成及—東び側堤(軸kN直)交方向 14609 31785 〇.46

翌ロ<合
アンカー 引張
ボルト

堤軸方向(N/mm2) 91. 6 355.0 〇.26

堤軸直交方向(N/mm2) 208. 7 355.0 〇.59

上部 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向
鋼ス製る陪←護と壁が北断基面はな礎，力い罠上をし端エ用と認を確の認断i 既力を超工

水平梁の堤軸直交方向 では塁南 部のいれ員
きいの いて部の

鉛直梁の堤軸直交方向 を決 ） 

秤中詰め鉄 せん断 堤軸方向(kN) 80859 252547 0.33 
コンク
ート 堤軸直交方向(kN) 218302 252547 0.87 

水転平モ回ー 水平鉄筋 (N/mm2) 321. 5 478.5 〇.68

メント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 184. 9 478.5 0.39 
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1耐津波評価結果

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査

応力度の種類

Con曲げ圧縮応力度

北基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

Con曲げ圧縮応力度

南基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

せん断照査

照査値は最大値を記載している。

発生応力度 許容限界
照査値

(N/mm2) (N/mm2) 

19. 3 32.0 0. 61 

276.9 478.5 0.58 

344.0 478.5 0. 72 

26.4 32.0 0.83 

375.2 478.5 0. 79 

430. 1 478.5 0.90 

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向

北基礎
堤軸方向

堤軸直交方向

南基礎
堤軸方向

堤軸直交方向

令 必 Z

(kN) 

150520 

186594 

187771 

214281 

(kN) 

229529 

229529 

234985 

222885 

0.66 

0.82 

0.80 

0.97 
中実鉄筋コンクリート
（北基礎の配筋図）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 183 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
直軸力

北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

口／

中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/3) 
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

北基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ

南基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面カ
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力
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も厳しい断面カ
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 267. 7 500.0 0.54 
北基礎

304.0 引張応力度 500.0 0. 61 

圧縮応力度 196. 0 500.0 0.40 
南基礎

232.6 引張応力度 500.0 0.47 

せん断照査

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 35.8 285.0 0. 13 
北基礎

29.5 堤軸直交方向 285.0 0. 11 

堤軸方向 32.5 285.0 0. 12 
南基礎

40.2 堤軸直交方向 285.0 0. 15 

管杭： SBHS5
500mm, t=5 
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

せん断照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 207.4 660.0 0.32 

北基礎 鉄筋引張応力度 303. 7 660.0 0.47 

Con圧縮応力度 17. 3 32.0 0.55 

鉄筋圧縮応力度 163. 3 660.0 0.25 

南基礎
鉄筋引張応力度 244.4 660.0 0.38 

Con圧縮応力度 13. 4 32.0 0.42 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 146.5 500.0 0.30 
北基礎

引張応力度 224.0 500.0 0.45 

圧縮応力度 114. 7 500.0 0.23 
南基礎

引張応力度 178.0 500.0 0.36 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向
発生せん断力
(lkN) 

北基礎
堤軸方向 5433 

許容限界
(kN) 

11220 

照査値

0.49 

堤軸直交方向 3565 18916 〇.19

南基礎
堤軸方向 4104 11220 0.37 

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 78.2 285.0 0.28 
北基礎

堤軸直交方向 47.2 285.0 0. 17 

堤軸方向 60.8 285.0 0.22 
南基礎

堤軸直交方向 42. 1 285.0 0. 15 

[
.
：
 

.

.

.

.

.

.
 ¥

 
..
...
 『
...
..
 :・↑
K
 ..
................. ,
 
............. ,
 
.... ,
 
........ 7 

＂
合

．

―

一
岬

・:
．．．．．．．．．．．
．．．．．．．． 
緬
・I
........
..
 

9

・・・・・・・ヒ
．．．
．．．．． 

一
杭

』

5

i

巻
コ

．
 

．．
 

｀ ー ・・·•- - --- ---- - ----- = --- - - •· ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

堤軸直交方向 2712 18319 0. 15 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）

令 9”Z 本資料中のEコは商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 188 



2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）
(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/2) 

北基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

10 

20 

0

0

 

3

4

 

-

E

U

L
こ
沖
紅
一

-50 

•60 

-70 

600000 

10 

20 

。
3
 

百
d
1
}

両
哩

40 

-50 

60 

60000 

一

軸力

25,930 f 

l 

-

l

 

400000 200000 

(1'・J・1 (kN) 

26,723 

軸力

一＿＿＿
＿＿ニニー

ニ
ニ

ニ
ニ
ー
一
―
―
―
―

―
―――――――

-

1

I 
40000 20000 

忙力 (kNJ

10 

-20 

力断ん

ご＿冒
r

0

0

 

3

4

 

-

E

d
ビ
l

咆
吐

・50 

60 

00 。
5
 
ー

。。
l
O
O
N
I
 
k
 

0
0
1
 

0

カ

5

t
 

UJ
 

.. ̂‘ 

_
,

0

 

＂ 
ヽ゜
0

,
 

1
,
I
I

t1
1
i

t

1

1
1

)
'
 

5
 
0

虹

0

?
 

loo

i
 

oo 
゜
r
a
 
ー

]
 。

7
 

・10 

•20 

゜
3
 

-

E

d

ビ）

矩
墜

-40 

］ 

堤軸方向せん断力

I I L___J― 

［ 
t-

' 
I
It
|

t

i

ー

・

so 

一

6,7851 

60 

1500010000-5000 0 5000 1000015000 

t茫IE方向t!.，｛廿h）J(KNI 

堤軸直交方向せん断力

し -t 4,131 
10 |-』--t

-20 

0

0

 

3

4

 

[

E

d

ピ
隧
竺

-50 

I
I
+
 
ー

千

＋ 

60ト ー ロ

7o l l 
10000 0 10000 20000 30000 

I,'.妃西父ら(i,]せ9¥.Illげ1(kNJ 

・10 

-20 

。
3
 

(
E
d
l
)
 ;
,
'
糾
『

so 

堤軸直交方向せん断力

＿
 

•40 ,- - -

d

-

6
 ，
 

3
 

↓

'

,
 

---―'--] ] 
I

-

60 c_」
1500010000,5000 0 5000 1000015000 

涅虻直交方向ti,；，断'.r(kN) 

・10 

・20 

0

0

 

3

4

 

-
E
E
)
範

竺

•50 

-60 

70 

10000 5000 0 5000 10000 

回転モ ー く． 、9' 卜 lkNm)

10 

•20 

゜
3
 

百
d
I
)

総
胚

40 

50 

回転モーメント

I 

--] 

＋ 

l 

I 
l― 

l 
-t 
I 

回転モーメント

_+ 

60 

10000 0 10000 20000 30000 

回氏モー、＇ン ト(kNm)

堤軸方向曲げモーメント

゜
10 

20 

0

0

 

3

4

 

．

．

 

言
d
1
)

匝

鰈
f

so 

・60 

70 I I ' 

-60000 • 30000 0 30000 60000 

i訊£方向四けセー．ヽ ‘,,l、 (kNrnl

10 

20 

卜ンメモず脚』
-t

|
|
i
|
l

堤

7゜

゜
3
 

官
d

」)
証
廷

・40 

-50 

i 

60 

・60000 • 30000 0 30000 60000 

瑶虻古向曲い七 ーメン IlkNrnl 

堤軸直交方向曲げモーメント

Uロニ］
10 

20 

0

0

 

3

4

 

(

E

d
ヒ

灼

髯

～

。
00

mJ 

20

阿,r 
9
,
 
。

1

1

1

ーロ000
]゜

8
 
。
7
 

•50 

60 

10 

堤軸直交方向曲げモーメント

。口］＼
-20 

。
3
 

{

E

d

L
)

頃
怨

40 

-50 

; 

ー

1
+ 一

＋ 

-I 

60 t , l 

80000 -60000 40000 -20000 0 20000 

堤住西烹古向曲いモー 9 、, 1、lkNml

令 9”z 189 



2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/2)

北基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

］ 
作用方向 | ！応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

| せん断力の方向 ． i 発生せん断力l(IKN) 
堤軸及び堤軸直交方

16678 

北基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方 17120 向合成ー東側

堤軸及び堤軸直交方
15665 

南基礎
向合成ー西側

堤軸及び堤軸直交方
14609 向合成ー東側

令 9”Z

堤軸直交方向.... 
照査値は最大値を記載している。 国

発生応力l度I 
~(IN/immり 許((IN容//[m限m2界) i ！照査値

58.2 478.5 0. 13 

279.5 478.5 0.59 頂版鉄筋コンクリート断面図

4. 7 32.0 0. 15 

176. 0 478.5 0.37 

346.9 660.0 0.53 

13. 3 32.0 0.42 

53. 7 478.5 0. 12 

244.9 478.5 0.52 

4.3 32.0 0. 14 

128. 3 478.5 0.27 

185. 9 478.5 0.39 

9. 7 32.0 0. 31 

許9容(KN限)界 l照査値 」
31712 〇.53

31785 〇.54

31712 〇.50

31785 〇.46

頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎

1614 

286 

-1041 

-2368 

-3696 

-5023 

南基礎
1614 

286 

-1041 

-2368 

-3696 

-50'23 

令 必 Z

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図

軸力kN/m

軸力kN/m

63995 - --------25968 

340111 I --------20010 

40'26 -― 14052 

-25958 -ー 8094

-55942一U」』 IIIIIIIll1|1|||lII止脚 2136 
-85926 - ---------38'22 

鼻

I I■■’’ 
II■■ 
;fし』

曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m

63995 - --------25968 

34011 f ・1 --------20010 

4026 -― 14052 

-25958 - ― 額 4

-55942一·圏嵐~ 21 36 

-85926 - ---------38'22 

曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布函

北基礎

27カ — 15255 13853 

1765, I 9184 8851 

754 3114 3849 

-258 -2956 -1153 

令0'27 -6155 

-2281 -15097 -11158 

軸力kN/m 曲げモーメントkNm/m
南基礎

2281 13507 - ■II I I 10578 

1290 7275 5394 

299 1042 2OO 

-692 -5191 -4975 

-11423 -10160 -1683 

-2674 -15344 

軸力kN/m 曲げモーメントkNm/m

令 99Z

せん断力kN/m

1
1
,
 

.

.

.
 ―
 

冨
．

R
a

，
 

i
と
軍
●
●

＂

9
1
1
1
 .... ,
 

1
1
1
,
1
 

.
i
1

1
 

9
1
1
 

r~  ̀

＾
 

ー

1

1
‘
 

I
I
.
 

一せん断力kN/m
193 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎

令 ”99ワ

2136 

894 

-347 

-1589 

-2831 

-4072 

南基礎

3668 

2040 

412 

-1216 

-2844 

-4471 

軸力kN/m

軸力kN/m

59554 - ------28429 

29648 I I --------21934 

｀ -258 -― 15439 

-30164 - 綱9- "" 8944 

,. ●I 

-60070一IIIIll| |IITTn·,"11~ 2449 

-89977 - -------4046 

曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m

49384 - --------24617 

25287 I I --------19013 

1191 -― 134OO 

-229OO • - 1111 1 7804 

-47003 - -山~ 2200 

-71100― ― -3404 

曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。

照査断面 応力度の種類 発(生N/応mm力2)度 許(N容/mm限2界) 照査値

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 390.8 660.0 0.60 

（図ー1) Con圧縮応力度 9.5 32.0 0.30 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 467.3 660.0 0. 71 

部（図ー2) Con圧縮応力度 21. 1 32.0 0.66 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度
284.9 660.0 0.44 

（図ー1) Con圧縮応力度 7.4 32.0 0.24 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度
374.0 660.0 0.57 

部（図ー2) Con圧縮応力度 16. 3 32.0 0.52 
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(3)上部エの評価結果

1)鋼製防護壁の照査

曲外曲けモーメントii<(ZOl 曲外曲けモーメンド凶 (Zl)

l̀ | zo：最下端
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A基礎直上及び中央の鉛直梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

・既エ認では，南北基礎上端部のいずれか大きい方の断面力を用いて鋼製防護壁の部材の仕様を決定している。
・鋼製防護壁において仕様が最も厳しい部位はzo隔壁（水平梁）であり，最大板厚75mm及び最高材質SBHS700が必要になるが，当該部位にお
いて既エ認の断面力を下回ることから，構造成立性を有すると判断した。
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力 照査値
(kN) 

(kN) 

堤軸方向 53763 252547 0.22 
北基礎

堤軸直交方向 197271 252547 0. 79 

堤軸方向 80859 252547 0.33 
南基礎

堤軸直交方向 218302 252547 0.87 

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値(N/mm2) (N/mm2) 

水平鉄筋 223. 7 478.5 0.47 
北基礎

鉛直鉄筋 128. 7 478.5 0.27 

水平鉄筋 321.5 478.5 0.68 
南基礎

鉛直鉄筋 184.9 478.5 0.39 

中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

全 ',z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 197 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(4)地盤のばらつき：地盤バネ4

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査 照査値は最大値を記載している。

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 8.4 355.0 0.03 
北基礎

186. 7 堤軸直交方向 355.0 0.53 

堤軸方向 91. 6 355.0 0.26 
南基礎

208. 7 堤軸直交方向 355.0 0.59 

最上段（TP+20.0m)

ブロックのイメージ図

水平隔壁

鉛直隔壁（法線方向） ／ ． 
鉛直隔壁（法線直

ラ ＋32m)

Z
I
R
 

ヒ
、鉛直方向の分割イメージ図 鋼製防鰻壁アンカ一部のイメージ図

アンカーボルトの仕様 アンカーボルトの配置

全 99? 本資料中のE二］は，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 198 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

全 ”z 199 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果
(5)地盤のばらつき：地盤バネ5
①照査結果のまとめ (1/2) 

北基礎

雰
構成部位 断面力の種類

贔 中実房筋 曲げ Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)
コン

工 リート 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mmり

せん断 堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

巻筋リ立ーコてント鉄ク ； 巻げ立て鉄 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)コンク 鉄筋引張応力度(N/mm2)
ート）

Con圧縮応力度(N/mm2)

曲（鋼げ管杭）
圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

崎せリ巻ん立断て鉄
堤軸方向(kN)

コンク 堤軸直交方向(kN)
ート）

せ（鋼ん断管杭）
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

杭部頭接合 仮（鋼想R管C杭断面） 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

仮(想RC)RC断面 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

今 ，，，，，，z

断面カ 許容限界 照査値

18.8 32.0 0.59 

269.9 478.5 0.57 

316.3 478.5 〇.67

159016 229529 0. 70 

185909 229529 0. 81 

275.3 500.0 〇.56

327.6 500.0 0.66 

37.4 285.0 0. 14 

27.8 285.0 〇.10

217.5 660.0 0.33 

333.4 660.0 〇.51

18. 1 32.0 〇.57

155.5 500.0 〇.32

242.8 500.0 〇.49

5794 11220 0.52 

3496 18916 0. 19 

83.4 285.0 0.30 

46.3 285.0 0. 17 

426. 7 660.0 0.65 

10.4 32.0 0.33 

509.9 660.0 0. 78 

22.2 32.0 〇.70

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ5
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

区分 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

下部 頂版鉄筋 曲げ
堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応 62.4 478.5 0. 14 工 コンク

リート

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 301. 1 478.5 0.63 

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 5.0 32.0 〇.16

堤縮軸応直力交度方(N/向mm鉄2)筋圧 182.3 478.5 〇.39

堤張軸応直力交度方(N/向mm鉄2)筋引 273. 3 478.5 〇.58

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 13. 8 32.0 〇.44

せん断 堤合軸成及—西び側堤(軸kN直)交方向 17477 31712 〇.56

堤合軸成及—東び側堤(軸kN直)交方向 18247 31785 0.58 

筐ロ<合 盈ンカー 引張 堤軸方向(N/mm2) 15.3 355.0 0. 05 
ルト

堤軸直交方向(N/mm2) 186. 7 355.0 〇.53

上部 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向
鋼え製る陪←護と壁がは， 既←工と履眉i 既力を超工
では南基な 上 いれ水平梁の堤軸直交方向
きい望の北断面礎力いを端用いて部 のエ仕か認様大

鉛直梁の堤軸直交方向 を決 ） 

筋中リ詰ーコめント鉄ク
せん断 堤軸方向(kN) 52666 252547 〇.21

堤軸直交方向(kN) 197031 252547 〇.79

転水メ平モンー回ト
水平鉄筋 (N/mm2) 222.9 478.5 0.47 

鉛直鉄筋 (N/mm2) 128. 2 478.5 〇.27
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1 耐津波評価結果
(5)地盤のばらつき：地盤バネ5
①照査結果のまとめ (2/2)

南基礎

雰 構成部位 断面力の種類

贔 中コ実ノ鉄ク筋 曲げ Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

工 リート 鉄筋圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

鋼管杭 曲げ 圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

せん断 堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

喜立て鉄
; 
巻げ立て鉄

鉄筋圧縮応力度(N/mm2)
コンク
リート コン< 鉄筋引張応力度(N/mmり

ート
Con圧縮応力度(N/mm2)

曲（鋼げ管杭）
圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

碕せリ巻ん断立て鉄
堤軸方向(kN)

コン< 堤軸直交方向(kN)
ート

せ（鋼ん断管杭）
堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

杭部頭接合 仮（想鋼R管C杭断面） 鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

呵想RC断面 鉄筋引張応力度(N/mm2)RC) 
Con圧縮応力度(N/mm2)

令 99Z

断面カ 許容限界 照査値

25. 7 32.0 〇.81

366.5 478.5 〇.77

419.3 478.5 〇.88

199903 234985 〇.86

216803 234985 0.93 

220.0 500.0 0.44 

257.5 500.0 0.52 

35. 3 285.0 〇.13

34.0 285.0 〇.12

179. 4 660.0 0.28 

283.9 660.0 0.44 

14. 7 32.0 0.46 

127. 7 500.0 0.26 

199. 7 500.0 〇.40

4481 11220 〇.40

2529 18319 〇.14

66.4 285.0 〇.24

39.2 285.0 〇.14

294.2 660.0 〇.45

8.4 32. 0 0.27 

430.4 660.0 0.66 

18. 0 32. 0 0.57 

： ・重畳時（敷地に遡上する津波） ： 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ5
-----------------------------------

・照査値は最大値を記載。

屠 構成部位 断面力の種類 断面カ 許容限界 照査値

贔 頂版鉄筋 曲げ
堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応 59.9 478.5 0. 13 コンク

工 リート

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応 273.5 478.5 0.58 

堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 4.8 32.0 0. 15 

堤縮軸応力直度交方(N/向mm鉄2)筋圧 127.5 478.5 〇.27

堤張軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋引 191. 7 478.5 〇.41

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 9.6 32.0 〇.30

せん断 堤合軸成及—西び側堤(軸kN直)交方向 17158 31712 〇.55

堤合軸成及ー東び側堤(軸kN直)交方向 16224 31785 0.52 

<
アンカー 引張 堤軸方向(N/mm2) 100. 6 355.0 0.29 
ボルト

堤軸直交方向(N/mm2) 209.4 355.0 0.59 

贔 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向 ＇ 製防， 累は， 既工<確ののて断認部い面｝材既れの力仕工かを超認大様るこ ないこと
工 水平梁の堤軸直交方向 では 南北断基面礎カ帽

きい塁の い
鉛直梁の堤軸直交方向 を決 ） 

筋中リ詰ーコめント鉄ク
せん断 堤軸方向(kN) 79762 252547 〇.32

堤軸直交方向(kN) 218542 252547 〇.87

水転平モー回 水平鉄筋 (N/mm2) 322. 7 478.5 0.68 

メント 鉛直鉄筋 (N/mm2) 185.6 478.5 0.39 
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1耐津波評価結果

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査

応力度の種類

Con曲げ圧縮応力度

北基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

Con曲げ圧縮応力度

南基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

せん断照査

照査値は最大値を記載している。

発生応力度 ！ 許容限界
照査値l(INlmmり i i(IN/mm2) 

18. 8 32.0 0.59 

269.9 478.5 0.57 

316.3 478.5 0.67 

25. 7 32.0 0. 81 

366.5 478.5 0. 77 

419.3 478.5 0.88 

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

1 方向 t{(klN) 

北基礎
堤軸方向 159016 

堤軸直交方向 185909 

南基礎
堤軸方向 199903 

堤軸直交方向 216803 

令 99?

{lkN) 

229529 

229529 

234985 

234985 

〇.70

0. 81 

0.86 

〇.93 中実鉄筋コンクリート
（北基礎の配筋図）

本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 202 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

二有言ニ
中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/3) 

北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面力図

南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面力図
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

北基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面力図

南基礎鉄筋の曲げ

軸力照査結果が最も

厳しい断面力図
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中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/3)
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

北基礎せん断力

照査結果が最も厳

しい断面力図

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

Il 1 | 1 
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I 
! 

南基礎せん断力

照査結果が最も厳

しい断面力図

'" 
-l i 

ー打0

-•O 
り
~
"
‘

ーち

d

」

-

9

1

虻

:I i 

-. 1 9 9 

::1 ____ ~ 
、1こ上＿i
“"lllIlll "101JIl1999―:;0019019 ?llorloo r 09IOIIO II 

袖 I) 9l<91 

“" 

鰤

□
11

1
1

ロ
ニ

・
L

-

l

l

.

-
・
C
i
 

堤軸方向せん断力

(l ,------_l _------1------—,-------

-l l ] 

l ! 

］ ー：oo

1 9 9 

-1 1 

-1 0 

~
~
。
？

・

“

‘

{U

]

-

l

-

9

1

虻

IU 

1 3 

堤軸方向せん断力

中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (3/3)

|---「-n---「--

:り:1□□,1

lu t---]---ヤトー―----•------

1 5 | -----—·—· -- -—· 
.i o 
I O llo oo.i llIlO Il0 0 31I 0190 0 1 0 00 0 1J 

,,ん助，J＇卜 99

堤軸直交方向せん断力

Ill-------I-------1-上--

l ti 

-l : 

l

,

'
↓
 

0

3

0

 

2

り
＇
~~

-

i-
0

^
-
.

」
]
ピ

:9 ; 

-1 9 9 

1 8 5~ 9llり

I 

—.re, I r 
I 

-,so I I 
•I- ーーデ-------l

-:,SI 
-1 199 H I I99 1 -': ()0 19 0[9 1，? 9 9 999 9() 9 9 1 19 0 00 0 

I 』~ん 09,h il:9 9 

堤軸直交方向せん断力
91 | 

------4-------

I l 
,,,1 I 

i 
I ; 

-----------

(:I 
I 

I 

、:::l______]--,.----ー---------------

l i l ----―ーー！＿匡言——-----]―------
3 0' 'l  
90910919l '’’HIOOO O ':110llOII.IOOtlOO 

,,,,', lg,) J ik ¥ 9 

氷平回転モーメ ント

° ← | -----＿＿＿L-一一

！ 

1 91 1 

l’, 9 ;1 6, " h 
-1, 1 1 

2 0 | l 

己 —?,, | ! 
; ・i 19 l 
,1 5 1 

-IOI !, 
—,1 5 | 1 

`1  | ] 

ーヽ、 l -------1--------「―----―丁―ー＇
・-l 19999119"1 3 01900199 1 -•9 9IIIII OIIII -1 9h]0IIOII 

l、91'’II¥ nI 

IJO J
 。゚

-

0
 

―

―

 

一

ー

―

―

 

―

―

 

ト

―

-

OO

ン

ー
一

―

一

1

0

0

0

―

-

0
 

メ

一

一

ー

り
m

＿

一

ー

ー

ー

i
ー
l

'

-|

|

|
'-I

Ooo
Q

『

:

|
』
,

水

一

゜
•
J 

叫由直交方向曲げモーメント

' J_____ I -------[ 

: l | [ !' 
石'I|口l
£―:;r, 

L
`
 で

1゚ 3 

-1 1J l 

l 5 | 

-5 1J | 
I I 

-----―l―------p -------C,., I 
-Iヽ111 11 9 911 9 0 -A I II 91 9 119 9(I l l,i(i 9 H {I 9 90,i 0 9 "’°’’° 

1111, i •セ ー ,; I、 II‘、In1

堤軸直交方向曲げモーメント

'゚ 1-------------—•-------~------

］ ——··—·—···---· 

函＇゚ t
こ9; ―言-----寸--—下．T.―7,1, , .,.,

言 I

£ 

'"I I 

I JII t-------.-------I 
I 

I, 1 -----1-------・ 

'"' HIO(IOOO.9(1[9(IOOO (J "(JOilililil hil0(J(l(III 

1IIH)・L・ <. I、"・'''

＇`

＂^ 

り
3

9

、

p
,.

d

↑
―
さ
止

卜ン）

ー
＿1
1

↓

1
1
,

1

ーーー
1

1

1

1

ーー・

―

―
 

』
1
1

1

.

-1 19 

-,., I , I 

＇ ！ 

.,,, I し』 ー一―--;

., 5, 1 | i 
-SIIII99999911 •i OOOIIOII II ;iIIOII99IIII I,IlIIOOIl(l 

lIIl. I’七一i．ヽ 1、9K¥.,0’

口 ーメノト

l ~ 

-------r----

: IIしS

。
n" 。

,

0
 

-

0
 

-

nし

-

t
 

-

'
 
，
 

-

0
 

-

"

叩
）
 ，
 

99,1 ... 
,

1

1
・1
,

,
1
,

『

-

O

¥
）
 

―

-

“

止

ロ

叩

令 99Z 205 



2. 地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 275.3 500.0 0.56 
北基礎

327.6 500.0 0.66 引張応力度

圧縮応力度 220.0 500.0 0.44 
南基礎

257.5 500.0 0.52 引張応力度

せん断照査

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 37.4 285.0 0. 14 
北基礎

27.8 285.0 〇.10堤軸直交方向

堤軸方向 35.3 285.0 0. 13 
南基礎

34.0 285.0 0. 12 堤軸直交方向
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

照査値は最大値を記載している。

せん断照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
'(N/mm2) (N/mm2) 

鉄筋圧縮応力度 217.5 660.0 0.33 

北基礎 鉄筋引張応力度 333. 4 660.0 0. 51 

Con圧縮応力度 18. 1 32.0 0.57 

鉄筋圧縮応力度 179.4 660.0 0.28 

南基礎
鉄筋引張応力度 283.9 660.0 0.44 

Con圧縮応力度 14. 7 32.0 0.46 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 155. 5 500.0 0.32 
北基礎

引張応力度 242.8 500.0 0.49 

圧縮応力度 127. 7 500.0 0.26 
南基礎

引張応力度 199. 7 500.0 0.40 

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向
発生せん断力
(kN) 

北基礎
堤軸方向 5794 

許容限界
(kN) 

11220 

照査値

0.52 

堤軸直交方向 3496 18916 0. 19 

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(Nfmm2) (N/mm2) 

堤軸方向 83. 4 285.0 0.30 
北基礎

堤軸直交方向 46.3 285.0 0. 17 

堤軸方向 66.4 285.0 0.24 
南基礎

堤軸直交方向 39.2 285.0 0. 14 

i
 ..
.
.
.
.
.
...

..
 
ゞ

•

白

溢
叩

-

[

 

．．．．．． 

ど
…
…
…
…
遷
．．
 
g
•
…
…
…
…
•
9・・
・

合
・
・

’
 

南基礎
堤軸方向 4481 11220 0.40 

•• 一 ・・••• •• ••••••••••••••••••• •••• 

堤軸直交方向 2529 18319 0. 14 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (1/2) 

北基礎 巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎巻立て部

及び鋼管杭の曲げ

軸力照査結果が最

も厳しい断面カ
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

③巻立て鉄筋コンクリート

鋼管杭・巻立て鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/2)

北基礎 巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ

南基礎 巻立て部

及び鋼管杭のせん

断力照査結果が最

も厳しい断面カ
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

北基礎
東側 17477 

西側 18247 

南基礎
東側 17158 

西側 16224 

令 9”九

堤軸直交方向

• ロ
照査値は最大値を記載している。

発生応力度 許容限界
照査値

(N/nun2) (N/mm2) 

62.4 478.5 〇.14 頂版鉄筋コンクリート断面図

301. 1 478.5 〇.63

5. 0 32.0 〇.16

182. 3 478.5 〇.39

273. 3 478.5 0.58 

13. 8 32.0 0.44 

59. 9 478.5 0. 13 

273. 5 478.5 0.58 

4.8 32.0 0. 15 

127. 5 478.5 0.27 

191. 7 478.5 0. 41 

9. 6 32.0 0.30 

許容限界
照査値

(kN) 

31712 〇.56

31785 0.58 

31712 〇.55

31785 0.52 

頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）

本資料中のEコは商業秘密又は防護上の観点で公開できません。
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

北基礎

2570 

1036 

-499 

-2033 

-3568 

-510'2 

南基礎

2570 

1036 

-499 

-2033 

-3568 

-510'2 

全 9”九

頂版鉄筋コンクリートの曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの鉄筋の曲げ軸力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎

2885 16399 - 14744 

1784 9789 9437 

683 3178 4131 

-419 -3432 -1176 

-1520 -10043 -6482 

-2621 -11788 

軸力kN/m 曲げモーメントkNm/m
南基礎

2529 15225 11500 

1456 8389 5937 

383 1553 374 

-690 -5283 -5188 
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートのせん断力照査結果が最も厳しい断面力分布図

北基礎

令 ”%9ウ
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-338 

-1741 
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南基礎
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460 
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軸力kN/m

軸力kN/m

63710 - --------30213 
コ
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｀ 495 -― 16432 

-31112 -~ 9542 

■1 

-{i2719一IIl|1111111|||1111|1||IIIIIIIIl| 12652 
→4326 - ---------4239 

曲げモ＿メントkNm/m せん断力kN/m

52602 - --------26203 

27137「| - 20'242 

1673 -― 14281 

-23792 - ― WJU 8320 

-49256 -~ 2359 

-74720 - ---------360'2 

曲げモーメントkNm/m せん断力kN/m
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

1)下部エの照査結果

⑤杭頭接合部

杭頭接合部の評価結果 照査値は最大値を記載している。

照査断面 応力度の種類 発(生N/応mm力2)度 許(N容/m限m2界) 照査値

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 426. 7 660.0 〇.65

（囮ー1) Con圧縮応力度 10.4 32.0 0.33 
北基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 509.9 660.0 0. 78 

部（図ー2) Con圧縮応力度 22.2 32.0 0. 70 

鋼管杭頭部 鉄筋引張応力度 294.2 660.0 0.45 

（図ー1) Con圧縮応力度 8.4 32.0 0.27 
南基礎

巻立てRC 鉄筋引張応力度 430.4 660.0 0.66 

部（図ー2) Con圧縮応力度 18. 0 32.0 0.57 
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（鋼管杭頭部）

図ー2仮想RC断面
（巻立てRC部）
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(3)上部エの評価結果

1)鋼製防護壁の照査

企外llllliモーメノト 9ャ (zoI 曲外曲けモーメノト;,fZJ) 

：。

I.,  

zo：最下端

鉛直梁要素と鉛直隔壁の関係図
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一 名エFNト ー 囀迄＝

zo：最下端の水平梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

' X32: A北基礎直上
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X32: A北基礎直上

A基礎直上及び中央の鉛直梁の堤軸直交方向曲げモーメント図

・既エ認では，南北基礎上端部のいずれか大きい方の断面力を用いて鋼製防護壁の部材の仕様を決定している。
・鋼製防護壁において仕様が最も厳しい部位はzo隔壁（水平梁）であり，最大板厚75mm及び最高材質SBHS700が必要になるが，当該部位にお
いて既エ認の断面力を下回ることから，構造成立性を有すると判断した。
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

2)上部エの照査結果

②中詰め鉄筋コンクリート

せん断照査 照査値は最大値を記載している。

発生
許容限界

作用方向 せん断力 照査値
(kN) 

(kN) 

堤軸方向 52666 252547 0. 21 
北基礎

堤軸直交方向 197031 252547 0. 79 

堤軸方向 79762 252547 0.32 
南基礎

堤軸直交方向 218542 252547 〇.87

水平回転モーメント照査

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

水平鉄筋 222.9 478.5 0.47 
北基礎

鉛直鉄筋 128.2 478.5 0.27 

水平鉄筋 322. 7 478.5 0.68 
南基礎

鉛直鉄筋 185. 6 478.5 0.39 

中詰鉄筋コンクリート配筋図（北基礎）

令 99Z9ウ 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 216 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(5)地盤のばらつき：地盤バネ5

3)接合部の照査結果

①アンカーボルト

引張応力度照査 照査値は最大値を記載している。

作用方向
応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 15. 3 355.0 0.05 
北基礎

186. 7 堤軸直交方向 355.0 0.53 

堤軸方向 100.6 355.0 0.29 
南基礎

堤軸直交方向 209.4 355.0 〇.59

最上段(TP+20.0m)

ブロックのイメージ図

水平隔壁

鉛直隔壁（法緯方向）

鉛直隔墾（法線直
どゞ

最下段(Tp+3.2m)

鉛蘊方向の分割イメージ図

コ
R

アンカ

K‘ 
鋼製防謹壁アンカ一部のイメージ図

アンカーボルトの仕様

令 9”九

アンカーボルトの配置

一本資料中のEこ］は，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 217 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

全 ”7九

2-1 耐津波評価結果

2-1-1 地中連続壁部部分欠損を考慮した評価結果

(1)地中連続壁部部分欠損ケース 1

218 



2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）
2-1耐津波評価結果 L---こしよ竺竺竺竺;----:-----_---------------'

2-1 -1地中連続壁部部分欠損を考慮した評価結果（部分的な応力集中が起こる事象を想定した評価モデル）
(1)地中連続壁部部分欠損ケース1

！ ・重畳時（敷地に遡上する津波）
， ・地盤のばらつき ：地盤バネ4
！ •抽中涸結群部部分欠損ケース 1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査

応力度の種類
発生応力度 ；許容限界

照査値
((lNバlm2) 4 (({Nlmm2) 1 i 

Con曲げ圧縮応力度 16. 7 32.0 0.53 

北基礎 鉄筋圧縮応力度 240.2 478.5 0. 51 

鉄筋引張応力度 284.6 478.5 0.60 

Con曲げ圧縮応力度 20. 1 32.0 0.63 

南基礎 鉄筋圧縮応力度 286.2 478.5 0.60 

鉄筋引張応力度 319.4 478.5 0.67 

せん断照査

I せん断力の 1 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (:KN) (ikN} 

北基礎
堤軸方向 143201 229529 0.63 

堤軸直交方向 185490 229529 0. 81 

南基礎
堤軸方向 165471 234985 0. 71 

堤軸直交方向 212691 234985 0. 91 

内I T. P. +1・20II
』

IP. 4 i(5• 
k 
T Pュ4i・寧

K; 

k 

畑
T.J',.-39. 55111 

ょ
， 北基礎

・照査値は最大値を記載している。
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

2-1-1地中連続壁部部分欠損を考慮した評価結果
(1)地中連続壁部部分運欠損ケース 1

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

軸力

北基礎

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

コンクリート

南基礎

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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r ---------------------------------- 9 

2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル） i ：ご：嘉悶雰彗品翌） ｛ 
＇ ・地中連続壁部部分欠損ケース1 : 
----------------------------------' 

2-1 -1地中連続壁部部分欠損を考慮した評価結果（部分的な応力集中が起こる事象を想定した評価モ元‘ル）
(1)地中連続壁部部分運欠損ケース1

1)下部エの照査結果 中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/3)
①中実鉄筋コンクリート
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル） i :：こ嘉悶緊彗は翌） ｛ 
＇ ・地中連続壁部部分欠損ケース1 : 
----------------------------------' 

2-1-1 地中連続壁部部分欠損を考慮した評価結果（部分的な応力集中が起こる事象を想定した評価モ戸~)
(1)地中連続壁部部部分欠損ケース 1

1)下部エの照査結果 中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (3/3)
①中実鉄筋コンクリート
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力照査結果が最

も厳しい断面カ
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力照査結果が最

も厳しい断面カ
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

令 99Z

2-1 耐津波評価結果

2-1-1 地中連続壁部部分欠損を考慮した評価結果

(2)地中連続壁部部分欠損ケース2
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1耐津波評価結果 しー一一ー：：よ竺竺竺？＇ここ-----------------'

2-1-1地中連続壁部部分欠損を考慮した評価結果（部分的な応力集中が起こる事象を想定した評価モデル）
(2)地中連続壁部部分欠損ケース2

： ・重畳時（敷地に遡上する津波）
， ・地盤のばらつき：地盤バネ4
. •抽中津結翌部部分欠損ケース 2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

Con曲げ圧縮応力度 16. 8 32.0 〇.53

北基礎 鉄筋圧縮応力度 241.9 478.5 0. 51 

鉄筋引張応力度 292.8 478.5 〇.62

Con曲げ圧縮応力度 20. 7 32.0 0.65 

南基礎 鉄筋圧縮応力度 294. 7 478.5 0.62 

鉄筋引張応力度 329.9 478.5 0.69 

せん断照査

せん断力の 発生せん断力 許容限界
照査値

方向 (kN) (kN) 

北基礎
堤軸方向 135114 229529 0.59 

堤軸直交方向 185747 252556 0. 74 

堤軸方向 168680 258012 0.66 
南基礎

堤軸直交方向 216149 270618 0.80 
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・照査値は最大値を記載している。
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1-1地中連続壁部部分欠損を考慮した評価結果
(2)地中連続壁部部分運欠損ケース2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

北基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

南基礎コンクリート

の曲げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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： ・地盤のばらつき：地盤バネ4
＇ ・地中連続壁部部分欠損ケース2 : 
---------------------------------_, 

（部分的な応力集中が起こる事象を想定した評価モデル）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-1-1地中連続壁部部分欠損を考慮した評価結果
(2)地中連続壁部部分運欠損ケース2

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート
軸力

(9, ' L_____・1一吋

中実鉄筋コンクリートの断面力分布図 (2/3)

北基礎鉄筋の曲

げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ

南基礎鉄筋の曲

げ軸力照査結果が

最も厳しい断面カ
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i •重畳時（敷地に遡上する津波） ！ 
： ・地盤のばらつき：地盤バネ4
1 ・地中連続壁部部分欠損ケース2 : 
----------------------------------' 

（部分的な応力集中が起こる事象を想定した評価モデル）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

北基礎

カ照査結果が最

も厳しい断面カ

果結価平＿＿―-ロたし慮考
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-2耐震評価結果

(1)地盤のばらつき：解析ケース③
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）
2-2耐震評価結果

I 

：地震波：堤軸断面： Ss-D1（＋，十），堤軸直角断面： Ss-D1(-,+) 

(1)地盤のばらつき：解析ケース③ ：地盤のばらつき：解析ケース③ I 

I 

·---------------------------------------------------------------• 

北基礎
①照査結果のまとめ (1/2)

・照査値は最大値を記載。

X | i 構成部位 断面力の種類 応答値 許容限界 照査値
区分 構成部位 断面力の種類

下部 頂コ版ノ鉄ク筋 曲げ 堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋圧縮応
Con曲げ圧縮応力度(N/mm2) 9.3 24.0 〇.39 工

リート

堤力軸度方(N/向mm鉄2)筋引張応讐炉 I曲げ 鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 134. 7 435.0 0.31 | 28. 2 I 435. o I 0.07 
鉄筋引張応力度(N/mm2) 167. 1 435.0 0.39 

リート 1 

堤軸方向(kN) 132531 195847 〇.68 堤度軸(N方/mm向2)Con圧縮応力 1 1. o I 24. o I 〇.05
せん断

堤軸直交方向(kN) 123787 195847 〇.64
堤縮軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋圧 I 44. o I 435. o I 〇.11

圧縮応力度(N/mm2) 193. 7 442.5 〇.44
曲げ

堤張軸応直力度交方(N/向mm鉄2)筋引 | 137. o I 435. o I 0.32 引張応力度(N/mm2) 91. 1 442.5 0.21 
鋼管杭

I 

I 
堤軸方向(N/mm2) 2.0 255.0 〇.01

堤応軸力度直交(N方/mm向2)Con圧縮 I 3. 3 I 24. o I 0. 14 せん断
堤軸直交方向(N/mm2) 14.6 255.0 0.06 

鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 39.2 600.0 〇.07
せん断 堤軸方向(KN) | 4426 I 34310 I 0. 14 

I ： 巻げ立て鉄
鉄筋引張応力度(N/mm2) 33.5 600.0 〇.06 堤(K軸N)直交方向ー西側 | 40870 | 419676 I 0. 10 

` | コン［ 
ート Con圧縮応力度(N/mm2) 2.8 24.0 0. 12 堤(K軸N)直交方向ー東側 | 67355 I 442914 I 〇.16

圧縮応力度(N/mmり 32.4 442.5 0.08 

＇ 立コてン鉄ク I 曲（鋼げ管杭） 引張応力度(N/mm2) 26.6 442.5 0.07 冒 アンカー 引張 堤軸方向(N/mm2)
ボルト

ート 1 せ巻ん立断て鉄 堤軸方向(kN) 135 5304 0.03 
堤軸直交方向(N/mm2)

筋リ（ーコント）ク
上部 鋼壁製防護 曲げ 水平梁の堤軸方向

堤軸直交方向(kN) 1108 3125 〇.36 工
水平梁の堤軸直交方向

南北基礎の相対変位が既工認時を下

せ（鋼ん断管杭）
1堤軸方向(N/mm2) 〇.4 255.0 〇.01 鉛直梁の堤軸直交方向 回ることから発生応力も既工認時の

1堤軸直交方向(N/mm2) 3. 1 255.0 0.02 中詰鉄筋 せん断 堤軸方向(kN) 値を下回る。

鉄筋引張応力度(N/mm2) 56.5 600.0 〇.10
コンク

堤軸直交方向(kN)

杭部頭接合 l 仮（想鋼R管C断杭面） 
リート

Con圧縮応力度(N/mm2) 〇.9 24.0 〇.04
水転平モ回ー

水平鉄筋 (N/mm2)

1仮(想RC)RC断面
鉄筋引張応力度(N/mm2) 49.3 600.0 〇.09 メント 鉛直鉄筋 (N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2) 3.0 24.0 〇.13
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）
2-2耐震評価結果
(1)地盤のばらつき：解析ケース③
①照査結果のまとめ (2/2)

南基礎

：地震波：堤軸断面： Ss-D1(+, +),堤軸直角断面： Ss-D1(-,+) : 

：地盤のばらつき：解析ケース③
---------------------------------------------------------------• 

・照査値は最大値を記載。

9.0 24.0 0.38 

中寒鉄筋
コノク
リート

曲げ

せん断

Con曲げ圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋圧縮応力度(N/mmり

鉄筋引張応力度(N/mm2)

堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

圧縮応力度(N/mm2)

引張応力度(N/mm2)

堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

130.4 

119. 8 

202321 

435.0 

435.0 

221969 

〇.30

〇.28

〇.92

堤軸方向鉄筋引張応
力度(N/mm2) 33. 7 435.0 0.08 

堤軸方向 Con圧縮応力
度(N/mm2) 0.6 24.0 0.03 

158871 

曲げ
102.0 

217138 

442.5 

〇.74

〇.24

堤軸直交方向鉄筋圧
縮応力度(N/mm2) 55. 1 435.0 〇.13

鋼管杭

せん断

66. 7 

2.4 

442.5 

255.0 

〇.16 221. 0 435.0 0.51 

0.01 

堤軸直交方向鉄筋引
張応力度(N/mm2)

4.2 24.0 0. 18 
9.0 255.0 0.04 

下
部
エ

曲げ
（巻立て鉄
筋コンク
リート）

鉄筋圧縮応力度(N/mm2) 33.3 600.0 0.06 
3911 34370 0. 12 

鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

圧縮応力度(N/mmり

引張応力度(N/mm2)

堤軸方向(kN)

84.6 

2.4 

600.0 

24.0 

0. 15 

0. 10 

せん断

堤軸直交方向 Con圧縮
応力度(N/mm2)

堤軸方向(KN)

堤軸直交方向ー西側
(KN) 

71522 419676 0. 18 

76480 442914 0. 18 

巻立て鉄
筋コンク
リート

曲げ
（鋼管杭）

28.0 

せん断
（巻立て鉄
筋コンク
リート）

66.0 

442.5 

115 

442.5 

〇.07

5304 

〇.15

〇.03

合接
部

アンカー
ボルト

引張

堤軸直交方向ー東側
(KN) 

堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(kN) 1048 3026 〇.35

せん断
（鋼管杭）

仮想RC断面
（鋼管杭）

堤軸方向(N/mm2)

堤軸直交方向(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

鉄筋引張応力度(N/mm2)

Con圧縮応力度(N/mm2)

0.4 

4.5 

147. 2 

255.0 

255.0 

600.0 

〇.01

0.02 

主部
鋼製防護
壁

曲げ

杭頭接合
部

せん断

南北基礎の相対変位が既工認時を下

回ることから発生応力も既工認時の

値を下回る。

仮想RC断面
(RC) 

0.8 

158.3 

24.0 

600.0 

0.25 

0.04 

2.9 24.0 

〇.27

中詰鉄筋
コノク
リート

水平回
転戸一
メノト

堤軸直交方向(N/mm2)

水平梁の堤軸方向

水平梁の堤軸直交方向

鉛直梁の堤軸直交方向

堤軸方向(kN)

堤軸直交方向(kN)

水平鉄筋 (N/mm2)

0. 13 

鉛直鉄筋 (N/mm2)
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

2-2耐震評価結果

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げ照査
， 

l 
応力度の種類

Con曲げ圧縮応力度

北基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

Con曲げ圧縮応力度

南基礎 鉄筋圧縮応力度

鉄筋引張応力度

せん断照査

照査値は最大値を記載している。

発生応力度 許容限界 ：
照査値

(IN/mm2) l(N/mmり

9.3 24.0 0.39 

134. 7 435.0 0. 31 

167. 1 435.0 0.39 

9.0 24.0 0.38 

130.4 435.0 0.30 

119. 8 435.0 0.28 

せん方断向力の l 発生せん断力 許容限界 | I ~照査値 I 
'(!kN} 

堤軸方向 132531 
北基礎

堤軸直交方向 123787 

堤軸方向 202321 
南基礎

堤軸直交方向 158871 

令 ，，，，，z

,(1kN) | 

195847 

195847 

221969 

217138 

0.68 

0.64 

0.92 

〇.74 中実鉄筋コンクリート
（北基礎の配筋図）
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げモーメント分布図
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

①中実鉄筋コンクリート

曲げモーメント分布図

中実鉄筋コンクリートの断面力分布図（南基礎）

軸力分布図 せん断力分布図
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

応力度の 発生応力度 許容限界
照査値

種類 (N/mm2) (N/mm2) 

圧縮応力度 193. 7 442.5 0.44 
北基礎

91. 1 442.5 〇.21引張応力度

圧縮応力度 102.0 442.5 0.24 

南基礎
66. 7 442.5 引張応力度 〇.16

せん断照査

作用方向
発生応力度 許容限界

照査値
(N/mm2) (N/mm2) 

堤軸方向 2.0 255.0 0. 01 
北基礎

14.6 堤軸直交方向 255.0 〇.06

堤軸方向 2.4 255.0 0.01 
南基礎

9.0 堤軸直交方向 255.0 0.04 

管杭： SBHS5
500mm, t=5 
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げモーメント分布図
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

②鋼管杭

曲げモーメント分布図
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③
1)下部エの照査結果
③巻立て鉄筋コンクリート

曲げ照査（巻立て鉄筋コンクリート）

応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

北基礎

発生応力度
(N/1111112) 

39.2 

許容限界
(N/mm2) 

600.0 

照査値

〇.07

地麟の
ばりつき

解析ケース③

鉄筋引張応力度 33. 5 600.0 0. 06 解析ケース③

せん断照査（鋼管杭）

北基礎

作用方向

堤軸方向

堤軸直交方向

Con圧縮応力度 2.8 24.0 0. 12 解析ケース③

発生応力度
(N／暉12)

0.4 

3. 1 

許容限界
(N／暉12)

255.0 

255.0 

照査値

0.01 

〇.02

地饂の
ばらつき

解析ケース③ I・・・:: 

解析ケース③

鉄筋圧縮応力度

南基礎

33.3 600.0 0.06 解析ケース③

堤軸方向 〇.4 255.0 0.01 解析ケース③

堤軸直交方向

鉄筋引張応力度 84.6 600.0 0. 15 解析ケース③

Con圧縮応力度 2.4 24.0 0. 10 解析ケース③

南基礎
4.5 255.0 0.02 

曲げ照査（鋼管杭）

応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
地盤の

(N/mm2) (N/mm2) ばらつき

圧縮応力度 32.4 442.5 0.08 解析ケース③
北基礎

26.6 442.5 0.07 引張応力度 解析ケース③

圧縮応力度 28.0 442.5 〇.07 解析ケース③
南基礎

66.0 442.5 〇.15引張応力度 解析ケース③

せん断照査（巻立て鉄筋コンクリート）

作用方向

北基礎
堤軸方向

堤軸直交方向

発生せん断力
(kN) 

135 

1108 

許容限界
(kN) 

5304 

3125 

照査値

0.03 

0.36 

地饂の
ばらつき

解析ケース③

解析ケース③

南基礎
堤軸方向 115 5304 0.03 解析ケース③
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堤軸直交方向 1048 3026 0.35 解析ケース③ 巻立て鉄筋コンクリート（南北両基礎の東側部端部の配筋図）
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

曲げ照査

作用方向 応力度の種類

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

北基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸方向 鉄筋引張応力度

南基礎
Con圧縮応力度

鉄筋圧縮応力度

堤軸直交方向 鉄筋引張応力度

Con圧縮応力度

せん断照査

せん断力の方向
発生せん断力
(kN) 

堤軸方向 4426 

北基礎 堤軸直交方向ー西側 40870 

堤軸直交方向ー東側 67355 

堤軸方向 3911 

南基礎 堤軸直交方向ー西側 71522 

堤軸直交方向ー東側 76480 

全 必九

堤軸直交方向

照査値は最大値を記載している。
.... 

発生応力度
(N／暉2)

13. 6 

28.2 

1. 0 

44.0 

137. 0 

3.3 

8.2 

33. 7 

〇.6 

55. 1 

221. 0 

4.2 

許容限界
(kN) 

34370 

419676 

442914 

34370 

419676 

442914 

許容限界
照査値(N/mm2) 

国

435.0 〇.04

435.0 0.07 

24.0 0.05 頂版鉄筋コンクリート断面図

435.0 0. 11 

435.0 〇.32

24.0 0. 14 

435.0 0.02 

435.0 0.08 

24.0 0.03 

435.0 〇.13

435.0 〇.51

24.0 〇.18

照査値

0. 14 

〇.10

〇.16

〇.12

0. 18 

0. 18 
頂版鉄筋コンクリート配筋図（南基礎）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの断面力分布図（北基礎）

曲げモーメント分布図（堤軸直交方向）
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せん断力分布図（堤軸直交方向）
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの断面力分布図（北基礎） （2/2) 

曲げモーメント分布図（堤軸方向） せん断力分布図（堤軸方向）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの断面力分布図（南基礎）

曲げモーメント分布図（堤軸直交方向）

(1/2) 

せん断力分布図（堤軸直交方向）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

1)下部エの照査結果

④頂版鉄筋コンクリート

頂版鉄筋コンクリートの断面力分布図（南基礎）

曲げモーメント分布図（堤軸方向）

(2/2) 

せん断力分布図（堤軸方向）
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2. 地中連続壁部の残置影響評価結果 （残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③
1)下部エの照査結果
⑤杭頭接合部

曲げ照査 照査値は最大値を記載している。

照査断面 応力度の種類
発生応力度 許容限界

照査値
地盤の

(N/mm2) (N/mm2) ばらつき

鋼管杭頭 鉄筋引張応力度
56.5 600.0 〇.10 解析ケース③

部（固ー1) Con圧縮応力度 0.9 24.0 0.04 解析ケース③
北基礎

巻立てR 鉄筋引張応力度 49.3 600.0 0. 09 解析ケース③

c部（函ー
3. 0 24.0 0. 13 2) Con圧縮応力度 解析ケース③

鋼管杭頭 鉄筋引張応力度 147.2 600. 0 0.25 解析ケース③
部（図ー1) Con圧縮応力度 〇.8 24.0 0.04 解析ケース③

南基礎
巻立てR 鉄筋引張応力度 158.3 600.0 0.27 解析ケース③
c部（屈ー

2.9 24.0 〇.132) Con圧縮応力度 解析ケース③
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2.地中連続壁部の残置影響評価結果（残置影響評価モデル）

(1)地盤のばらつき：解析ケース③

2)上部エの照査結果

①鋼製防護壁・中詰め鉄筋コンクリート・アンカーボルト

南北基礎相対変位

断面方向 相対変位成分 既工認 残モ置ァ．影ル響

水平相対変位 (mm) 4.6 4.3 
堤軸方向

鉛直相対変位 (mm) 29. 2 16. 0 

水平相対変位 (mm) 356.4 210.5 
堤軸直交方向

鉛直相対変位 (mm) 12.0 21.5 

剛梁
（基礎中心と壁芯との偏芯を考慮）

支点

（醐中心） 変位時刻歴

上部エの発生応力や接合部の発生断面力は，地震応答解析 (2
次元FLIP)で得られる基礎天端の変位時刻歴を入力として実施す
る上部エの動的解析によって算出するため，その大きさは南北基
礎との接合部における相対変位に依存することになる。
南北基礎の相対変位量は，既工認の値をほとんどの成分で大き
く下回っていることから構造成立に問題は無いと判断される。
堤軸直交方向の鉛直変位が若干上回っているものの，南北基礎
の支点間距離65.lmに対しては9.5mm/65100mm~O. 015％程度と極微
小であり，水平変位が146mm低減している効果が支配的になる。

上部エの部材断面
カ・基礎との接合
部の反力を算出。

I中詰め鉄筋コンクリートで抵抗 I 

（並進3成分）

地震応答解析 (2次元FLIP)で得られる基礎天端の変位時刻歴を入力として
上部エの動的解析を実施

上部エの動的解析で得られる部材断面力ならびに
基礎との接合部の反力に対して部材照査を実施

全 必九 244 



3.構造詳細図

令 必 Z 245 



3. 構造詳細図

(1) 南基礎の構造詳細図
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3. 構造詳細図

(2)北基礎の構造詳細図
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3.構造詳細図

(3)下部エ（巻立て鉄筋コンクリート）の構造詳細図（鉄筋配置図(1))

令 99Z 本資料中のEコは商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 248 



3.構造詳細図

(3)下部エ（巻立て鉄筋コンクリート）の構造詳細図（鉄筋配置図(2))

令 99? 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 249 



3.構造詳細図

(3)下部エ（巻立て鉄筋コンクリート）の構造詳細図（鉄筋配置図(3))

令 99? 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 250 



3.構造詳細図

(4)下部エ（巻立て鉄筋コンクリート）の構造詳細図（杭頭鉄筋）

全 ＇，九 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 251 



3.構造詳細図

(5)下部エ（中実鉄筋コンクリート）の構造詳細図

令 99Z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 252 



3.構造詳細図

(6)下部エ（頂版鉄筋コンクリート）の構造詳細図

全 9”Z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 253 



3.構造詳細図

(6)下部エ（頂版鉄筋コンクリート）の構造詳細図

令 9”Z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 254 



3．構造詳細図

(7)上部エ（鋼製防護壁）の構造詳細図① 外面鋼板及び鉛直隔壁の板厚及び材質構成図

令 必九 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 255 



3.構造詳細図

(7)上部エ（鋼製防護壁）の構造詳細図② 鉛直隔壁の板厚及び材質構成図

令 必九 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 256 



3.防潮堤（鋼製防護壁）構造の概要

(7)上部エ（鋼製防護壁）の構造詳細図③ 水平隔壁板厚及び材質構成図

全 必 Z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 257 



3.構造詳細図

(8)上部エ（中詰め鉄筋コンクリート）の構造詳細図

令 99及び 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 258 



3.構造詳細図

(9)接合部（アンカーボルト）の構造詳細図

全 99Z 本資料中のEコは，商業秘密又は防護上の観点で公開できません。 259 




